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────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大西 智君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、洞爺湖町議会令和２年６月会議を開会します。 

  現在の出席議員は12名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名について 

○議長（大西 智君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第120条の規定により、６番、五十嵐議員、７番、千葉議

員を指名いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告について 

○議長（大西 智君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

  諸般の報告は、お手元に配付のとおりでありますので、これでご了承願います。 

  ここで、議会運営委員会の所管事務調査の報告をお願いいたします。 

  千葉委員長。 

○議会運営委員会委員長（千葉 薫君） おはようございます。 

所管事務調査報告書。読み上げて報告いたします。 

  洞爺湖町議会議長、大西智様。 

  令和２年６月15日、議会運営委員会委員長、千葉薫。 

  本委員会は、所管事務調査のため、次のとおり委員会を開催したので、その結果を報告し

ます。 

  記。 

  １、調査事項、洞爺湖町議会令和２年６月会議の運営について。 

  ２、調査日、令和２年６月８日月曜日。 

  ３、出席委員、私のほかに、越前谷委員、立野委員、五十嵐委員でございます。 

  ４、委員外としまして、大西議長、板垣副議長に出席をいただいております。 

  ５、説明員として、遠藤副町長にご説明をいただきました。 

６、結果でございます。洞爺湖町議会の会期等に関する条例第２条第１項に基づく洞爺湖

町議会令和２年６月会議について、本委員会を開催し、議会運営のための所要の協議を行い、

その結果は次のとおりであります。 

  会議期間について、６月15日から６月17日まで。 

  審議日程につきいて、裏面のとおり、本会議。 

  なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止により、様々なイベントや事業などが中
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止、延期、自粛となっている現況を踏まえ、次のことを決定いたしました。 

  会議中は、出席者全員がマスクを着用することとし、議場への入室の際は手のアルコール

消毒を行うこと。議会の傍聴についてはご遠慮いただくこととする。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 以上で、諸般の報告を終わります。 

  本会議の会議期間については、本日から17日までといたしますので、議会運営にご協力を

お願いいたします。 

─────────────────────────────────────── 

◎行政報告について 

○議長（大西 智君） 日程第３、行政報告を行います。 

  町長並びに教育長から行政報告の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、町長の行政報告を許します。 

  真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 令和２年６月15日、洞爺湖町議会、町の行政報告を申し上げます。 

  一つ目に、寄附についてでございます。 

  前会議から本会議までの間、次の方々より寄附の申出があり、ご厚志に沿うよう有り難く

受納いたしました。 

  （１）として、金品の寄附でございます。アとして、匿名、金額10万円、みんなの基金へ。

イとして、匿名、基金10万円、みんなの基金として。ウとして、匿名、５件でございます。

金額で150万円、新型コロナウイルス感染症対策に寄与してもらいたい。 

  （２）で、物品の寄附でございます。新型コロナウイルス感染症対策への物品等といたし

まして、２件の方より寄附を頂いております。 

  なお、新型コロナウイルス感染症対策への金品、物品の寄附の内訳は、以下、各種事務事

業の取組状況に記載をさせていただいております。 

  （３）として、金品の寄附でございます。ふるさと納税寄附金として、個人で匿名含み、

今回は273件、累計で428件でございます。金額といたしまして、今回の寄附は440万2,000円

でございまして、累計で716万6,000円でございます。 

  ２番目といたしまして、新型コロナウイルス感染症対策についてでございます。 

  ５月25日をもって北海道は、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言

の区域から解除されました。この間、当町から１人の感染者も発生させなかったことは、全

ての町民と事業者が感染防止に積極的に取り組んだ結果であります。改めて外出自粛や休業

要請等にご理解・ご協力いただきましたことに深く感謝を申し上げます。 

  また、６月１日からは、北海道の休業要請等も全て解除され、町の公共施設を初めとする

町内店舗等も徐々に再開され、休日には人の動きも少しずつではございますが、戻りつつあ

ります。 

  しかし、ウイルスは完全に死滅したわけではなく、今後も今までの生活スタイルを変えな
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がら、感染防止と社会経済活動を両立する必要がございます。まずは、日常を取り戻すため

の一歩を踏み出すことができました。今後は、さらに歩みを強く前に進めることができるよ

う、町民と事業者の方々とともに取り組んでまいりますので、議員各位におかれましてもご

理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

  ３番目として、特別定額給付金の支給状況についてでございます。 

  新型コロナウイルスの感染症緊急経済対策として、１人につき10万円の特別定額給付金の

申請受け付けを５月18日より開始、５月21日から順次給付金の支給を開始したところです。

６月５日現在、対象世帯数4,867世帯、対象人数8,612人のうち、給付状況については4,565

世帯、8,158人に支給決定をし、4,486世帯、8,032人に既に給付を行ったところであり、給

付率は92.2％となっております。 

  なお、申請されていない対象世帯につきましては、申請受け付け期間が８月17日までと

なっていることから、再度通知を行ってまいります。 

  ４番目に、株式会社グリーンステイ洞爺湖の株式寄贈についてでございます。 

  去る５月29日、町の出資団体であります株式会社グリーンステイ洞爺湖の株式300株を町

へ寄贈したいと、株主であります伊藤忠商事株式会社から申出がありました。同社は、株式

会社グリーンステイ洞爺湖の設立時より幹事会社として約30年間お力添えをいただいており、

一定の観光振興への寄与が果たされたとのことから、町への無償譲渡となったところであり

ます。 

  町といたしましては、株式会社グリーンステイ洞爺湖の安定経営を確保するため、６月２

日に受領することといたしましたので、報告いたします。 

  なお、これにより、町の保有する株式の比率は55％を超えることになりますが、今後につ

きましても、出資者として、キャンプ場利用者の増加と安定経営を支援してまいりますので、

議員各位におかれましても、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

  五つ目に、ＪＲ洞爺駅ホームエレベーターの整備についてでございます。 

  ＪＲ洞爺駅ホームのエレベーター整備について、北海道旅客鉄道株式会社が５月27日に、

北海道運輸局から国土交通省の観光振興事業費補助金の交付決定を受けました。これにより、

同社とのエレベーター整備に関して進めていた工事の期間、費用負担及び完成後の維持管理

等についての協議が整いましたので、６月１日付、同社と覚書を締結したので報告いたしま

す。 

  ６番目に、各種事務事業の取組事業についてでございます。 

  前会議から本会議までの各種事務事業の取組状況について、次のとおり報告をいたします。 

  なお、朗読については省略をさせていただきます。 

  続きまして、追加の行政報告でございますが、お手元のほうに、こういうふうな追加の行

政報告書が届いているかと思いますけれども、中をめくっていただいて、１ページ目でござ

います。 

  １として、熊の出没についてでございます。 
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  ６月13日土曜日及び14日日曜日にかけて、町道泉公園線、有珠山登山道及び西山火口展望

台散策路北口の旧消防庁舎付近で、熊目撃情報がありました。熊は行動範囲が広いことから、

いつどこに現れるか分かりませんので、防災無線により３回の臨時行政情報放送を行い、町

民への注意喚起を実施しております。 

  また、猟友会及び町職員により巡回を実施しますとともに、西山火口散策路、金比羅火口

災害遺構散策路及び金比羅西山フットパスを当分の間閉鎖することといたしました。 

  なお、出没に対する対処は、以下のとおりでございます。 

  この熊でございますけれども、どうも１頭の熊のようでございます。それも恐らく子熊で

ないかというふうに見られております。ここの中でも詳細に記入させていただいております

が、土曜日の日に、ちょうど12時半くらいに西山火口から展望台から温泉寄りのほうで熊が

道路を横断して山側のほうに登っている姿が目撃されました。私ども職員が出て、警察官と

ともに足跡等を探したのですが、なかなか見つからなかったという状況でございました。 

  そして、翌日曜日にその熊が、ちょうど登った辺りから恐らく伊達市のほうに移動したの

ではないかというふうに思われております。ちょうど10時半ぐらいに、伊達カントリークラ

ブ18番ホールのほうで熊が横断しているのが目撃されました。熊は、人間の姿を見て恐ろし

くなったのか、山のほうに登ったように聞いております。そして、昼過ぎに金比羅山のちょ

うど有珠山の上の山頂付近で、ちょうど熊を目撃した人がおられました。やっぱり１頭でご

ざいました。そして３時半くらいには、今度は、火山マイスターの方が旅行関係者の方々に、

西山火口の北口、旧消防庁舎の辺りをご案内しておりました。そのときに熊が横断したのを

目撃しておりました。その後、今日でございますけれども、一応巡回はしておりまして、大

型のくくりわな、箱わなを今設置するよう担当のほうで準備をしております。併せてカメラ

も設置する予定にしておりまして、早く熊が元来たところのほうに戻っていっていただけれ

ばなというふうに思っているところでございます。 

  行政報告は、以上でございます。 

○議長（大西 智君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

  次に、教育長の行政報告を許します。 

  皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） それでは、教育委員会からの行政報告を申し上げます。 

  １点目についてでございます。寄附についてでございます。新型コロナウイルス感染症対

策のために、これまでに次の方々より寄附の申出があり、ご厚志に沿うよう有り難く受納い

たしました。 

  （１）新型コロナウイルス感染症対策への寄附。 

  ア、物品延べ４件、物品内訳は、以下の新型コロナウイルス感染症に関する対応等につい

て、その４に記載させていただいております。 

  二つ目でございます。公立高等学校配置計画案についてでございます。 

  ６月２日、北海道教育委員会は、令和３年度から令和５年度に係る公立高等学校配置計画
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案と令和６年度から令和９年度までの見通しを公表しました。胆振西学区に関しては、令和

５年度に室蘭栄高等学校で１学級減とする案が示されました。また、見通しに伴う学区の検

討事項としては、令和６年度以降令和９年度までに中卒者が150人減少することが見込まれ

ることから、４年間で３から４学級相当の調整が必要。中卒者数や欠員の状況、学校・学科

の配置状況を考慮し、室蘭市内において再編整備を含めた定員調整の検討が必要。欠員が40

人以上生じている学校について、学科の見直しや定員調整などについて検討が必要となって

います。 

  なお、虻田高等学校に含まれる地域連携特例校に関しては、５月１日現在の第１学年の在

籍者数が20人未満となった場合は、所在市町村を初めとした地域における高校の教育機能の

維持向上に向けた具体的取組とその効果を勘案した上で、再編整備を留保としています。こ

の内容に沿い、１年生在籍者数16人の虻田高等学校について、令和５年度は再編整備留保と

なっております。 

  三つ目でございます。新型コロナウイルス感染症に関する対応等について（その４）につ

いてでございます。 

  ５月25日をもって新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく緊急事態宣言が解除され

たことに伴い、５月26日に北海道教育委員会教育長より、６月１日月曜日からの小中学校等

の再開について通知を受け、教育委員会では、北海道教育委員会からの通知のとおり、町内

小中学校を再開することや保育所及び学童保育事業の開設など、下記のとおり決定し、対応

を進めておりますので、報告をいたします。 

  記。 

  （１）小中学校等の再開。 

  ア、小中学校、令和２年６月１日月曜から再開。給食も通常どおり提供を再開しておりま

す。イ、虻田高等学校、令和２年６月１日月曜から再開。ウ、洞爺湖幼稚園、令和２年６月

１日月曜から再開。 

  （２）保育所運営及び学童保育事業について。 

  通常どおり再開し、感染の拡大を防ぐ観点から、各家庭で保育等のできる場合においては、

利用の見合せをお願いしておりましたが、この要請は６月１日月曜から解除しました。 

  （３）社会体育施設、社会教育施設及び学校開放事業について。 

  ア、５月中旬から下旬に一部利用を再開していましたが、６月１日月曜からは、社会体育

施設（虻田体育館、虻田テニスコート）及び社会教育施設（虻田ふれあいセンター、母と子

の館）、読書の家、これはあぶたとみずうみ、２か所でございます。入江高砂貝塚館、虻田

郷土資料館は通常どおり再開しました。イ、学校開放事業は、６月８日月曜から再開しまし

た。 

  （４）学校再開後の令和２年度の小中学校の教育活動についてであります。 

  新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた再開後の令和２年度の小中学校５校の教育活

動の主なものについて、次のとおり報告をいたします。これは６月１日現在でございます。 
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  ア、授業時数確保のための長期休業期間の削減。夏期及び冬期を合わせ、各校12日から15

日程度の休業を削減し、登校日として授業時数を確保します。 

  イ、土曜日の活用、週休日を活用し、一部の小中学校で土曜授業を実施し、授業時数を確

保します。 

  ウ、時間割編成の工夫として、短縮授業の実施による授業コマ数の増加。時間割編成の工

夫として、一部の小中学校で、通常、小学校で一コマ45分の授業時間を40分に、中学校で、

一コマ50分の授業時間を45分に短縮し、１日の時間割で、通常５時間のところを６時間に、

また、６時間のところを７時間とするなどにより、授業時数を確保します。 

  エ、学校行事について（案）。学校祭、学習発表会、２学期にそれぞれ実施をします。 

  イ、運動会、体育祭。小学校の運動会は、各校の実態に合わせ実施または中止とします。

また、中学校の体育祭については中止とします。 

  （ウ）修学旅行、小中学校共に９月以降に延期します。 

  （エ）宿泊学習、小学校の宿泊学習は縮小して実施します。 

  （オ）中学２年生の避難所開設体験学習会、中止とします。 

  （５）新型コロナウイルス感染症対策への寄附についてでございます。 

  新型コロナウイルス感染症対策への物品等の寄附について、次のとおり報告をさせていた

だきます。 

  ５月16日、長万部町字花岡56の９、荒生義明氏、ナチュラルＥＬＥイオン、これは安定型

次亜塩素酸水除菌＆消臭、10リッターの物を１個。５月19日、アオバ薬局、吉田詳氏、不織

布３層マスク、一箱50枚入りを19箱。小さいサイズ不織布マスク、一箱51枚入りを１箱。５

月19日、北海道（株）ニトリホールディングスから北海道へ寄附後、全道の小中学校へ寄附

されたと、２回目でございますが、不織布マスク、一箱50枚入りを４箱。６月８日、石屋製

菓株式会社、２回目でございます。白い恋人、小中学校の児童生徒、保育所児童への配布と

いうことで、一箱18枚入りを108箱でございます。 

  次のページをご覧ください。小中学校及び保育所へのマスクの配布状況についてでござい

ます。 

  小学校及び保育所へのマスクの配布状況について、次のとおり報告をいたします。 

  なお、内訳につきましては、朗読を省略させていただき、合計数のみ読み上げされていた

だきますので、ご理解をお願いいたします。 

  令和２年６月８日現在でございます。町防災備蓄から合計680枚、国から合計680枚。寄贈

分でございます。個人及び団体等から合計2,764枚。総合計が4,124枚となっているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 以上で、行政報告を終わります。 

  ここで、休憩といたします。再開を10時40分といたします。 

（午前１０時２７分） 



- 9 - 

─────────────────────────────────────── 

（午前１０時４０分） 

○議長（大西 智君） それでは、再開いたします。 

─────────────────────────────────────── 

◎一般質問について 

○議長（大西 智君） 日程第４、一般質問を行います。 

  本日は、８番、今野議員から６番、五十嵐議員までの３名を予定しております。 

  初めに、８番、今野議員の質問を許します。 

  ８番、今野議員。 

○８番（今野幸子君） ８番、今野幸子です。よろしくお願いします。 

  質問の前にちょっと挨拶させていただきます。 

  現在、危険と隣り合わせで頑張っておられる医療スタッフの皆さんに、敬意と感謝を申し

上げると同時に、皆さんのご健康をお祈り申し上げます。 

  子供たちの命と健康、そして教育を守るために、新型コロナウイルス感染症がありとあら

ゆる業種、そして人々に大きな影響を与えています。その影響は、子供たちの生活環境をも

大きく変えることになりました。子供たちがコロナウイルスの感染、不安、そしていろいろ

な学習の遅れなど、自分では気づかないようなストレスをも抱えているのではないしょうか。

同時に、先生たちにも多くの負担やストレスがのしかかっていることが考えられます。 

  新型コロナウイルス感染予防対策として、学校への人材や物資等の支援はどのように行わ

れていますか、お聞きします。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） ただいま議員のほうからご質問のございましたことについて答弁

させていただきます。 

  まず、感染症対策へのアドバイスについてなのですけれども、学校における新型コロナウ

イルス感染症に関する衛生管理マニュアル、これが文部科学省のほうから作成されてござい

ます。このマニュアルに基づき、手の触れる箇所、ドアノブ、手すり、スイッチなどを消毒

液を使って拭くことや、登校時の児童生徒の健康状態を把握することなどについて、このマ

ニュアルに沿って感染症対策を実施するよう指導しているところでございます。 

  また、支援につきましては、本年の３月下旬に校長会と協議の上、４月の学校再開に向け、

必要な物品等について各校から聞き取りを行いまして、ペーパータオルですとか消毒液、手

袋、それから非接触型体温計などの消毒や清掃、健康状態を把握するために必要な物品を購

入いたしまして、学校から連絡があった都度、教育委員会から補充する形で対応していると

いうところでございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） クルーズ船でコロナウイルスの感染拡大が報じられたのは皆さんもご

存じと思います。その後の感染拡大の検証が行われ、その結果の報告、無症状の人の客室か
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らも、枕カバーやトイレなどからコロナウイルスが検出されていることが発表されています。 

  この新型コロナウイルスをゼロにすることは困難でしょうが、感染のリスクを下げること

はできるはずです。学校で行われている消毒や清掃は誰がどのように行っていますか。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） ただいまのご質問について答弁させていただきます。 

  消毒や清掃は誰が行っているのかとのことでございますけれども、初めに、清掃につきま

しては、授業が終了した後に、児童生徒に担当教員がつきまして、校内を一斉に清掃してご

ざいます。 

  また、消毒についてなのですけれども、児童生徒が下校後に教職員が全員で、30分から１

時間程度行っているというところでございます。 

  また、注意点といたしましては、先ほど申し上げた文部科学省より発出されましたマニュ

アルに沿いまして、マスクや手袋を着用しまして、換気の上で、特に多くの児童や生徒が手

の触れる箇所、ドアノブですとか手すり、それからスイッチなど、１日１回以上、消毒液を

使いまして、拭くことに注意していただけるようにしてございます。 

  なお、終わった後につきましては、もちろんのことなのですけれども、石けんを使用しま

して、手洗いを必ず行うよう注意喚起をしてございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 教職員の皆さんがそういった感じで一生懸命頑張っている。子供を守

るために、健康シートによる健康チェックや教室の換気、そして下校後のそういった消毒、

そのほかに、遅れている授業の対策、いろいろな工夫を行っておられます。子供たちの心の

ケアをしながらこれらをこなすとなると、本当に心身共に無理がかかってくると思われます。

このほかにも学校行事、校務、やらなければならないのは山積みです。 

  教職員の働き方改革がまだ完全に至っていません。その上にさらに大きな負担です。その

負担の一部を取り除き、同時に子供たちの命や健康、そして教育を守るために校内の消毒、

清掃を、せめて外部から人材を配置して行うべきと考えます。手遅れにならないうちに、感

染者がいない今のうちから行うべきと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 学校教職員の支援の一つとしまして、消毒や清掃をする人を配置

すべきではないかというご質問かと思いますけれども、新型コロナウイルス感染症につきま

しては、議員もご承知のとおりかと思いますけれども、病原体そのものが解明されていない

段階で、病原体そのものがなくなったわけではなく、学校における感染リスクがなくなった

わけでもないことから、引き続き万全の感染症対策を講じる必要があると考えてございます。 

  また、同時に、社会全体が長期にわたり、この新型コロナウイルス感染症とともに生きて

いかなければならないという認識に立った上で、教育委員会はもとより学校現場の先生や学

習支援員、それから介護員などの学校の運営に携わっている皆さんにも同じ認識を持ってい

ただき、みんなが協力をいたしまして、子供たちの生命を守っていくということを肝に銘じ
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まして、現場の教職員や学校の運営に携わっている皆様に、衛生管理に万全に対応するよう

徹底しまして、児童生徒の健康面の安全確保を図っていただきたいというふうに考えている

ところでございます。 

  このたびの国の第２次補正予算に、学習保障に必要な人的支援策が盛り込まれております。

その中の一つに、スクールサポートスタッフの追加配置が盛り込まれております。詳細な実

施要綱につきましてはまだ示されておりませんけれども、教育委員会としましては、教室内

の換気や消毒などの感染症対策などをさらに徹底する観点から、人材の確保に向けまして、

要望してまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 確かに国でもそういった政策を打ち出してはいますが、人数的には、

全校に１人当たりが配置されるような人数では全くありません。その政策の中で、この洞爺

湖町に配置されるかどうかは分かりません。多分10校当たりに１人くらいの割合ではなかっ

たかと思います。 

  ほかにもスクールバスの消毒、乗車前の健康、いろいろなことがあります。また、更衣室

や教室の広さ、中学生くらいになると、非常に、隣をちょっと空けてというにはちょっと狭

過ぎる。それを、ただ換気だけで今行っている状態。課題がたくさんあると思います。同時

に、今まで以上に子供の心のケアが重要です。本当に子供たちの健康、教育を守るためにも、

決してサポートの方々に一生懸命言ったからといって人材が増えているわけではありません。

その人たちの仕事がただ増えるだけのことであります。どうか各学校に、そういった消毒、

清掃をしていただける人材を配置していただくことを重ねて要望いたします。 

  次に行きます。現在、新型コロナウイルスの拡大が落ち着いたところで、緊急事態宣言が

解除されました。先ほど町長も言いましたが、決してコロナウイルスが消えたわけではあり

ません。今もなおコロナウイルスと戦っている医療従事者がいらっしゃるのも事実です。 

  妊産婦の事例で、こういった事例が出されていました。20代の妊婦、７か月、せきが出て

きて、その後、発熱。産科に相談したところ、疑いがありと診断。医師が検査を打診するも、

濃厚接触がなく、検査は不可能と拒否されたことが報道されていました。妊産婦であること

から、容易にＣＴを受けたり薬を飲むことができません。このような多くの苦情が寄せられ、

政府の基準も改善されていると言われていますが、洞爺湖町の妊婦がこのような状態になる

ことはないのでしょうか。妊婦の不安は計り知れないものと思います。ＰＣＲ検査も受けこ

とができ、なおかつ陽性でも受け入れてくれる病院が間違いなくあるのか。 

  町として、妊産婦が無事出産するまでに、何があっても見守ってほしい。対応の実態、例

えば室蘭地区内での妊婦への対応の実態を知っておく必要があります。実態をどれほど把握

されていますか。また、どのような支援を行っておられますか、お聞きします。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） ただいまご質問の妊産婦への、仮にという場合になり

ますけれども、感染あるいは支援という部分についてお答えしたいと思います。 



- 12 - 

  町では、現在、妊娠中医療的な管理が必要となった場合、分娩予定の医療機関と事前に連

絡を取り、妊娠期から出産までを連携して支援を行っております。 

  新型コロナウイルス感染症に対しましては、かかりつけ産科で陽性者が出て、出産の受入

れが不可能となった場合、または妊娠中に陽性が確認された場合には、かかりつけの病院が

代わりの医療機関を紹介することになっております。妊娠中に感染症の陽性となった際には、

医療機関が連携して受け入れる態勢が全道的に整っているところでございます。 

  なお、当町における相談窓口は健康福祉センターとなり、保健所等関係機関との連絡調整

など、妊産婦の不安解消に向け支援を行っているところでございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） もしそういうことがありましたら、本当にかかりつけの病院から無事

次の病院に引継ぎができているかを確認していただきたいと思います。 

  産科の先生から「おめでとうございます」この言葉の一言から妊産婦の子育てが始まりま

す。どんな栄養が必要か、どんなものが悪いのか、胎教は何がいいのか、様々なことを考え

ながら守り育てています。たとえおなかの中にいるようでも、その命は育っているのです。

これほど新型コロナウイルスの感染拡大は多くの人に多大な影響を与えています。 

  そこで、国の支援策の一つとして打ち出された子育て世帯への臨時特別給付金ですが、支

給対象の規定の中に、３月31日以前に生まれている新生児とあります。しかし、今はまだ新

型コロナウイルスの影響を受けている真っただ中です。国の支援対策から外れ、国の支援は

受けることができません。どうかこれを洞爺湖町独自の子育て支援としての対策で、臨時特

別給付金と同額の給付を求めたいと思います。 

  同時に、国で行っている特別定額給付についても、今年度中に生まれる子を対象に、国の

特別定額給付金と同額の給付支援を、洞爺湖町の立派な住民の１人となる新生児に、しかも

このコロナウイルス感染拡大で世界中が苦しめられている、この年に生まれくる子です。い

ろいろな形でコロナの影響は既に受けていることは明らかなのです。洞爺湖町独自の支援策

として、給付することが望ましいと考えますが、町の考えはいかがでしょうか。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） ただいまの新生児に対する町独自の支援

策の考えというところでございますが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入が減

少している世帯の支援策として、洞爺湖町において、現在、上下水道料の免除、学生支援特

別給付金事業、学校給食費の無償化など町独自の支援を行っているところでございます。 

  また、新型コロナウイルス感染前からの子育て世帯への支援として、出産祝い金の支給、

乳幼児医療費助成の無償化などを行っているところでございます。 

  現在、洞爺湖町では、子育て世帯の支援以外でも様々な支援を行っているところであり、

今後につきましては、支援策の全体的な部分を見ながら、検討させていただきたいと考えて

いるところでございます。 

  以上でございます。 
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○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 確かに支援はいろいろな形で行われていると思いますが、本当に国で

も必要と考えた上でのこういった対策を取っている。そういったものの支援策です。受けら

れない人に、どうか今後の洞爺湖町を担う子供たち、これまでにないと言われている大変厳

しい社会状況で育てていく保護者の方々に支援の手を差し伸べていただけるよう重ね重ね要

求いたします。 

  次へ行きます。現在、濃厚接触者で陽性であっても軽症であったり、また、無症状である

など、入院することなく自宅での療養を余儀なくされている方や、発熱などがあり、医療機

関で疑わしく、検査を勧められても検査が受けられずに自宅で観察をすることになる人が、

このような事例は決して少ないことではなく、起こっております。 

  これからは、花粉症やインフルエンザなどはやり出すと、その症状の出てくる新型コロナ

ウイルスの感染症状ととても似ていて見分けが困難になります。自宅での経過観察を続ける

ことになる人が増えるのではと考えられるところです。 

  現在、自宅での経過観察をすることになった人の生活では、不要不急の外出は控えてくだ

さいということで、食料がない、またはトイレットペーパーがなくなったなどのとき、必要

な買物として外出は許されていると私は認識していますが、間違いはないでしょうか。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  まず、感染により陽性となった際の療養場所については、自宅または指定の宿泊施設での

療養として、北海道が指定することとなっております。 

  自宅での療養と指示された場合は、診断を行った医師の指示により、定期的に北海道及び

室蘭保健所が電話等の情報通信機器を用いて、患者への健康状態の管理や困り事の相談を

行っております。 

  また、陽性と診断され、軽症の感染者の療養については、指定医療施設と北海道が借り上

げた施設への入所指示が行われており、道内では３か所の施設を借り上げ、療養が行われて

おります。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 私が聞きたかったのは、不要不急の外出を控えてくださいということ

で、出てもいいのかということです。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 外出自粛要請に関するご質問かと思いますけれども、不要不急の

外出につきましては、買物等必要な外出につきましては、不要不急の外出には当たらないと

いうことで、買物等につきましては、外出して構わないということになってございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 今、病院に代わる施設などに入れるか、入れない人たちがたくさんい
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ます。そして自宅でそういった状態を観察する、自宅で療養する、そういった方が多いこと

は事実でございます。 

  そういった中で、洞爺湖町では、家庭で観察する、または療養するということは起こらな

いということでしょうか。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 新型コロナウイルス感染症に関しましては、陽性と診断された場

合、また、感染者との濃厚接触があった場合、こういったケースが考えられるかと思います。

それ以外の場合につきましては、外出自粛ということで、買物については自粛要請に当たら

ないということになってございます。 

  また、現在、陽性と診断された方につきましては、軽症の感染者の療養につきましても、

以前、自宅で療養ということがございましたけれども、現在では、指定療養施設として北海

道が借り上げた施設への入所指示が行われており、道内では３か所の施設を借り上げ、そち

らに入所いただいているところでございます。 

  また、感染者で医療機関の入院が必要な方は医療機関に入院ということで、現在、感染者

につきましては、そのような療養先で療養をしているところでございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 確かに国の政策はそうなっているのですが、現実は、自宅で療養して

いる方々、大勢いるということも事実なのです。借り上げているホテルだけで済んでいない。

それも事実です。だからこれは、全員がそういうところへ行けるのか。 

  また、病院と違うそういったところに入った場合の料金等も、病院の負担と同じような負

担がかかるというようなことも言われています。それで、そこには行けないという方もおら

れるようです。こういった状況から自宅を選んで自宅療養するという方も多いようです。 

  私は、こういった場合に、洞爺湖町でもしそういう人が現実に現れたら、そのときのこと

を心配しているのですが、それはあり得ないでしょうか。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 当町において、そのような支援が必要になった際につきましては、

ご家族ですとか親戚で、非接触型の支援をしていただける方がいないという方につきまして

は、町への支援要請があった際、買物支援も含めて、必要な支援をさせていただくこととし

ております。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） では、そういうときに、なかなか親戚とか家族であっても、お年寄り

がいるとか小さい子がいるとかで、なかなか見てもらえない人たちはたくさんいると思いま

す。いいよと言われても、移したくないという気持ちから、それを断る人もいます。今言わ

れたように、買物支援をしていただけるならとてもうれしいと思います。よろしくお願いい

たします。 

  一つ飛ばせていただきます。国民健康保険の資格証明書のことでちょっとお聞きいたしま



- 15 - 

す。 

○議長（大西 智君） 今野議員、４番目は飛ばすということでよろしいのですか。続けてく

ださい。 

○８番（今野幸子君） 資格証明書の廃止を３月会議で取上げ、その中で、厚労省の国民健康

保険医療課からの通知を、そこで言わせていただきました。感染拡大を予防する必要がある

から、避ける必要があるとの通知で、市町村の窓口に訪れないようにということの内容です。

しかし、３月会議では、直接医療機関へ行ったときの対応は10割負担となります。しかしな

がら、役場窓口で相談していただければ対応しますといったような内容の答弁をされていま

す。今でもその対応に変わりはないでしょうか、お聞きします。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 新型コロナウイルス感染症における国民健康保険資格証明書につ

いてでございますが、いわゆる資格証明書の交付を受けている方々につきましては、本年２

月の厚生労働省通知におきまして、新型コロナウイルス感染症に関して、療養を受けた者に

ついては、被保険者証とみなして取り扱う旨の通知があったところでございます。 

  当町におきましても該当者に通知をさせていただいているところでございます。その点、

さきの議会で答弁したとおりでございまして、変更はございません。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） コロナに関しては保険証扱いにするということですね。例えば発熱や

せき、保健所に相談して、医療機関の受診をしてくださいと言われた。そのとき本人はまだ

コロナかどうかは分かりません。そういったときの受診はどうなりますか。 

○議長（大西 智君） 後藤住民課長。 

○住民課長（後藤和郎君） 新型コロナウイルスに関しては、第一義的に、保健所に設置され

ております外来窓口に相談することとなっておりまして、そこを通じて専門の病院を紹介さ

れることになっております。 

  また、資格証明書の運用につきましては、その証の交付によりまして、納税相談の機会が

確保されまして、滞納処分が回避されたケースや、結果として資格証明書の解消に至った

ケースも見られることから、国保制度を健全かつ継続的に運営していくために必要な手段で

あると認識しておりまして、今後も引き続き適正な運用に努めてまいりたいと考えておりま

して、現在の運用に変更はございません。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 例えば発熱などで相談した結果、医療機関で受診をするということは

なく、必ずそういった検査は受けさせてもらえるのでしょうか。医療機関を受診する前にそ

の検査を受けることはできないですよね。そうなると、先に医療機関を受診してくださいと

言われたときのその費用は、これは単なる風邪なのかコロナなのか本人も分からなければ先

生も分からない、保健所も分からない状態です。そのときに受診する費用はどうなるのです

か。そのときも窓口に行ったほうがよろしいのですか。 
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○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 資格証明書における受診ですけれども、受診の段階では、やはり

コロナなのか通常の風邪等の、コロナ以外の病気なのか、そういったものは分からないよう

になっているところでございます。 

  こちらの資格証明書につきましては、受診時に提示いただくということになってございま

すので、提示後に、資格証明書の場合につきましては、通常10割負担となっているところで

ございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） コロナに関する医療は被保険者証と同じ扱いをすると言われながらも、

実際に受診するとき何も分からない。そのときは窓口に行って、10割負担を軽減してもらい、

それから行く。そして、その後に受診した結果、検査も受けて、コロナであると言われたと

きは、これは保険証の扱いとなるのですか。それとも、そのときに窓口に行かなければ10割

負担のままで、コロナが決定したときに保険証の扱いとなるのですか。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 国保の加入者、資格証明書をお持ちの方だと思いますけれども、そ

の方が例えば発熱した場合の対応だと思います。一般的には、室蘭保健所のほうに相談して

いただいて、室蘭保健所のほうでＰＣＲ検査が必要だと判断すれば、当然指定医療機関のほ

うで検査をしていただくという形になろうかと思います。その場合には、当然、資格者証に

ついては被保険者証扱いにさせていただくということになると思います。 

  それ以外で、保健所に相談されても、なかなかそれについてはちょっと難しいですねとい

う話が出たり、また、医療機関に相談しても、そこまではどうなのだろうというような話も

出てくると思うのです。そういう場合のことだと思います。そういう場合につきましては、

申し訳ないのですが、基本的には10割負担していただくと。仮に、その後にＰＣＲ検査等が

実施されまして、陽性と判断された場合については、当然溯った形で適用させていただくこ

とになろうかと思っております。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） そういうような状態であれば、幾ら被保険者証と同じ扱いをすると

言っても、決定が分からなければ受診はできません。そのときに、自分で疑っていても、分

からなければ窓口に来るということです。そうなったら、もしその人が感染していたら拡大

は本当に防ぐことはできません。そして、感染が分かってからというのであれば、このコロ

ナに関する医療に関しては、被保険者証とみなすというこの言葉には何の意味も持ちません。

これでは安心して受診することもできません。感染拡大を広げる覚悟で窓口に来たほうが、

それでもよろしいのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） やはりそういう疑いがご自身でお持ちになられるということであれ

ば、発熱相談センターのほうにしっかりと相談していただくということが、まず肝要かなと
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かなと思ってございます。 

  また、医療機関でもしっかりと患者に沿った対応をしていただけると思ってございますの

で、ちゅうちょなくご相談いただければなと思っております。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 例え疑問を持って保健所に電話したとします。保健所はその場で判断

は余りしません。ここら辺では室蘭の保健所です。そこに電話したら、医療機関にかかって

ください。そこで受診して、診てもらってくださいというような答えを言うことが多いそう

です。実際に保健所に電話して聞いてみました。そのときに、受診をするために、やはり窓

口に来たほうがよろしいのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 私どものほうで保健所がどういう判断をされるか、その基準という

のは、申し訳ございませんが、分かりかねるところでございます。保健所のほうに電話され

たと言うことで、その実態もあるのかなというふうには想像するところでございますけれど

も、やはり保健所のほうで、これが感染の疑いが強いという判断でなければ、通常の資格証

に準じた受診をしていただくということになろうかと思っております。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 保健所のほうで、それが非常に疑わしいというような判断がなければ、

受診をする際には10割なのですね。そういうことになりますね。これでは、本当にこのコロ

ナに関してはという、このやり方では意味を持ちません。何が何でも窓口に来て相談しなけ

ればならない。これでは感染の拡大を広めるようなものです。これは防がなければなりませ

ん、何としても。分からない、だから受診するのです。最初からコロナと分かる人がいない

のです。ましてや疑わしいだけでは、今では検査が全員できるわけではないのです。しても

らえていないのです、現実に。 

  そういった中で、やはり安心して受けられる、こういう制度。これを守って上げなければ、

そのために病院にも行けず、手遅れになった。そういうことが起こりかねません。この対応

をもう一度考えてみてもらえませんでしょうか。 

○議長（大西 智君） 再度答弁をお願いします。 

  佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 資格証をお持ちの方が受診する際なのですけれども、先ほど申し

上げましたとおり10割負担となっているところでございます。対象者につきましては、洞爺

湖町のほうから皆さんに文書のほうをお送りして、そういった発熱等で受診の際に10割負担、

こういった負担ができない場合については、電話等で役場のほうにご相談をお願いしている

ところでございます。その相談に基づきまして、受診の際に10割負担ができない場合につき

ましては、町として、10割負担によらない支払い方法、短期証に切り替えるですとか、そう

いったことが可能となっておりますので、そういった文書のほうを対象者にお送りしており、

そのように対応することとしております。 
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○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） 分かりました。そのときの、疑わしい、そういうことで電話すれば、

その対応はしてもらえるということですね。そしてその後、やはり検査しないまま、どちら

か分からなかった、そういった場合、または検査した結果、陰性だったという場合、そのと

きはどうなるのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 資格証明書により受診の際に、前段でご相談があった際につきま

しては、短期証等に切り替えた受診ということが可能となっております。町に相談なく受診

された際には、先ほど申し上げましたとおり、通常の10割負担、そういった受診となるとこ

ろでございます。 

○議長（大西 智君） 今野議員。 

○８番（今野幸子君） コロナ感染は長引くと言われています。感染の拡大を防ぐためにも、

役場に来ることは中止、今のように電話でも対応してくれると、それはとてもうれしいこと

です。決して医療費の心配で、それが原因で手遅れになることがないように早急に手立てを

考えていただきたい。 

  また、感染症で、そういったときに保険証と同じ扱いができるのであれば、この感染症が

もう少し落ち着くまで、薬や何かができるまででも、最初から保険証を渡しておいたほうが

いいのではないか。命を守るためのよりよい体制づくりを進めていただくことを重ねて要求

いたします。終わります。 

○議長（大西 智君） これで、８番、今野議員の質問を終わります。 

  次に、５番、立野議員の質問を許します。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） おはようございます。５番、立野広志でございます。 

  それでは、これから一般質問を行います。 

  通告してありますように、今回、私が質問いたしますのは、緊急事態宣言後の町としての

コロナ対策、また、住民生活を支援するという意味での支援策の点について、大きくは２点

にわたって質問をさせていただきます。 

  政府が緊急事態宣言を出した４月７日から約50日間、町民は感染拡大を抑え込むために外

出自粛や休業要請などに応え、生活の先行きに強い不安を抱きつつ、人との接触を極力減ら

すよう我慢と忍耐の生活を続けてまいりました。感染を減少させてきたのは、そういう意味

でも、やはり国民、道民の大変な努力によるものでありますし、感染者数の急増で医療提供

体制が逼迫していた地域でも何とか持ちこたえ、危機を乗り切りつつあるのも医療関係者が

昼夜を分かたず尽力してきた結果だと考えています。 

  特に北海道は、全国で初めて感染拡大の第２波に見舞われました。感染拡大が早く始まっ

たこともあり、町民の暮らしや営業の苦労が長引き、耐え難いものになっています。５月25

日、緊急事態宣言を解除しても暮らしと営業はすぐには戻りません。コロナ感染は長期化が
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不可避と言われており、補償と支援の仕組みの構築と一層の充実は欠かせません。 

  町民が新たな生活様式を不安なく選択できるよう、政府に対して財政措置を強く求め、ス

ピード感のある支援が実施されるよう、町としても引き続き強く働きかける必要があると思

います。 

  特に、今何より感染拡大を防止して住民の命を守ること。同時に、地域経済、そして社会

活動の制限で生じた暮らしと営業の打撃と苦難を救済し、守るために全力を尽くさなければ

ならないと思います。 

  私たち日本共産党としても、これまで必要な施策実施のために制度と財源が不可欠である

ことから、国に対する要求・要望を強めつつ、北海道や自治体独自の努力、施策の実施を求

めてまいりました。町内の事業者や事業者団体からの聞き取りや町民アンケートの実施、電

話による相談活動など可能な取組を通じて、町民の苦難や要望を把握する努力をこれまでも

行ってまいりました。こうした活動を踏まえ、町理事者の認識と対応について、これから質

問をさせていただきます。 

  新型コロナウイルス感染症対策による現在の町民生活及び事業者等の今の経済的影響をど

のように認識されているかということについて、まず伺いたいと思います。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） この新型コロナウイルス対策、本当にひどい状況が私どもの町だけで

なくて北海道、日本国内、さらには世界中に今広まっているわけでございますけれども、私

どもの町は、以前から申しておりますように、観光産業が主体で、そして農業、漁業が横に

ついていると、そういう産業形態のところでございます。 

  観光産業においては、やはりホテル、旅館あるいは土産店、そして飲食店、さらにはサー

ビス業を営む業種もあるわけでございますが、特に宿泊施設においては、今年の２月から３

月にかけて宿泊が相当キャンセルになっている等々で、たしか前に数値をお示ししたかなと

思いますけれども、宿泊で約10億円程度の損失が出ているかな。これが４月、５月になりま

すと、宿泊業だけで約25億円程度の損害になっているかな。さらには飲食店あるいは土産店、

それらの数値を入れますと、相当の額の損失額に陥っているな。 

  ただ、国の今、融資制度、貸付け制度が３年間無利子無担保、それで償還は３年先という

ことで、今すぐどうのこうのということではないのですが、よく言われるのは、３年後、４

年目、５年目になったらどうなるかということが非常に危惧される、そういうふうな今現状

にある。 

  その中で、私どもの町の政策として、これまでいろいろな各種団体等々と協議を重ねてお

りますけれども、本当の一時しのぎかもしれません。あるいは気持ちかもしれませんけれど

も、何とかこれで頑張ってほしいということを今、行政のほうとして各産業団体のほうにお

願いしているところでございます。今現在はそういう状況かなというふうに認識しておりま

す。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 
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○５番（立野広志君） 今、町長がお答えになりましたが、特に観光産業について、宿泊や飲

食、土産等の影響が、金額も含めてお話しになりましたが、全体としても、こういう産業に

関わっていない住民の人たちも含めてですが、本当に今大変厳しい状況に陥っていると思う

のです。 

  その面で、これまでも様々な対策が打ち出されてきました。実は私、今年に入って、コロ

ナ対策としてどんなものが、今まで国や北海道や町として出してきたかということを一覧表

にしたのです。結構な量です。ただ、これというのは非常に該当しない人も結構いまして、

そういった点では、支援はいろいろあるのだけれども、本当に支援の必要なところに支援が

きっちりと行き届いているかどうかというのはまた別問題で、これからそのことについてお

話もするわけですが、確かに様々な支援は行われてきました。 

  そういう中で、実際に町民への支援という点で言いますと、この間、例えば生活福祉資金

貸付けや総合支援資金特例貸付け、あるいは町民税、これは町がやるわけです。等々、あと

は、新しく町自身がやっている対策もあります。民生関係の支援もあれば、あるいは経済支

援含めて様々あるわけですが、一つには、生活福祉資金、総合支援資金特例貸付け、そして

住宅確保給付金等の相談等々、あと、生活保護なども最近は相談者が増えてきて、生活保護

を受ける世帯も今、全国的には増えてきているということなのですが、例えば生活保護、生

活困窮者等の相談や申請状況についてはどうなのかということ、どういう状況なのかという

ことを簡単に説明いただきたい思います。 

  二つ目には、特に経済支援ですが、例えば雇用調整助成金、先ほど行政報告の中に出てお

りましたけれども、雇調金や特別給付金、持続化給付金などの相談件数、申請状況あるいは

決定状況がどうなっているのかと、この大きく二つについて、現状について説明をいただけ

るでしょうか。 

○議長（大西 智君） 高橋健康福祉課長。 

○健康福祉課長（高橋憲史君） ただいまのご質問でございます。それぞれの貸付金または給

付金等に係ります相談及び申請の状況につきまして回答を申し上げます。 

  まず初めに、生活福祉資金、緊急小口資金でございます。及び総合支援資金特例貸付けに

ついてでございますが、６月８日現在におきます相談申請の総件数は36件で、うち支給決定

のものが33件、審査中のものが３件と伺っております。 

  支給決定のものの内訳についてでございますが、33件全てが生活福祉資金、緊急小口資金

でございまして、総合支援資金特例貸付けはゼロ件でございました。 

  次に、住宅確保給付金及び生活困窮等に係ります相談についてでございますが、６月８日

現在におきまして、住居確保給付金に係る相談申請の総件数は３件で、支給決定のものが１

件、審査中のものが２件となっており、生活困窮に係る相談につきましては、４月以降で８

件とのことで確認してございます。 

  また、生活保護に係る相談につきましては、５月末現在におきまして、コロナウイルス感

染症の影響に伴います離職や世帯収入の減少を要因といたします申請につきましては、３月
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末の１件となってございまして、道における審査の結果、既に保護決定となっているところ

でございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 続きまして、雇用調整助成金、特別定額

給付金、持続化給付金の相談件数等でございますが、まず、雇用調整助成金につきましては、

相談窓口として、ハローワークと胆振振興局で対応しているところでございます。相談件数

につきましては、胆振管内でございますが、４月600件、５月810件の合計1,410件となって

ございます。申請件数及び支給決定状況については、町で把握することができない状況と

なってございます。 

  続きまして、持続化給付金につきましては、相談件数につきましては、商工会で93件、会

員80件、会員外13件でございます。町においても40件程度の問合せがあったところでござい

ます。申請件数は、商工会で申請のサポートを行ったり、36件の実績がございました。また、

給付を受けた事業者数については、町では把握できない状況となってございます。 

  特別定額給付金につきましては、行政報告で６月５日現在の報告をさせていただきました

が、直近のデータで報告させていただきます。令和２年６月12日現在、対象世帯数4,867世

帯、対象人数8,612人で、申請世帯数は4,637世帯、給付状況につきましては4,636世帯、

8,265人に支給を決定し、4,613世帯、8,233人に既に給付を行ったところでございます。給

付率は94.8％となってございます。相談件数につきましては５件ほどございました。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 今、説明をいただいたように、例えば民生関係、本当に生活に困窮し

て、当座も生活資金を必要とするということで、相談をされた方が36件あったと。３件は審

査中ということなのですが、審査中というのは、受けて今まだ日がたっていないから審査中

なのか、もうずっと調べているのかよく分かりませんが、こういったことも、できるだけ早

く決定をして、生活の支えになるように、これどっちにしても貸付けですから、原則１世帯

10万円、条件によっては20万円までという貸付けでございますし、いずれは返さなくては行

けないと。本当に困っていて、当座何とかしたいということですが、この先の生活に対する

不安もあって、なかなか貸付けまで手が届かないということも実はあるようです。 

  例えば総合支援資金なんていうのも、特例貸付け、収入減少や失業などで、ずっと借りる

期間が３か月から12か月で、単身の場合は15万円、そして２人以上であれば20万円以内まで

借りることができるということです。これもやはり貸付けで、当座、１年近くは収入の見込

みがないと、こういうような場合に借りるのだと思うのですが、やはりこれも償還期間は、

据置き１年あって、その後10年間の中で返すということにはなっているのですけれども、そ

の辺がやっぱり、どうしてもこの先の収入の見通しというのがなければ、これもなかなか借

りにくい。やはりそういった点でいうと、貸付け、それでもやっぱりこれだけ件数があった
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ということなのだと思うのです。 

  それと併せて、町独自の支援事業等についても、今、第１段そして第２段と出されている

わけですが、その辺についても、今どういう状況になっているのか、ちょっと説明いただけ

ますか。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 町独自の支援事業についてでございます

が、まず、洞爺湖町店舗等家賃助成につきましては、令和２年６月12日現在、申請件数35件、

支給決定は34件で、206万円の支給となってございます。 

  続きまして、飲食店宅配サービス支援事業につきましては、令和２年６月12日現在で、利

用回数50件、虻田温泉地区43件、洞爺地区７件となっております。共に相談件数については

把握等はしてございません。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 町のほうではまだほかにも事業が行われていますよね。店舗等の賃貸

料の助成、売上げ20％以上減少した場合ということで、こういった事業も第１段のほうでは

打ち出しておりますし、それから離職者支援、これも第２段のほうでは、離職者支援や、あ

るいは飲食店経営支援とかというのもありますよね。この辺についてどうなのですか。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 大変申し訳ございませんでした。 

  離職者支援事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、会社の都合に

より離職し、就職が困難な方、離職を余儀なくされ、再開の見通しが立たない方などを町の

会計年度任用職員として10名、２か月間雇用する事業でございます。６月５日まで募集を行

いましたが、現在というか、期間中の応募はない状況となってございます。 

  あと、新型コロナウイルス感染症対策助成金事業につきましては、宿泊施設、飲食店、観

光事業、その他、四つのカテゴリーに分けて、令和２年２月から６月までのうち、一月の売

上高が前年同月比で50％、その他は20％以上減少していることなど、一定要件を満たす場合

に助成金を支給する事業で、申請期間は令和２年６月15日本日から令和２年８月31日までと

し、１回目の支給は令和２年６月30日を予定しているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 第２段に入る部分は、５月の議会で採決された部分については、これ

からですから、まだ数値的には多くはないのかもしれませんが、そのときにも指摘しました

けれども、例えば離職者支援、これわずか２か月なのです。トータルでいえば335万9,000円

で、10名を予定して、２か月雇用するというようなことで、あのときも指摘しましたけれど

も、ほかの地域、確かにこういう短い期間を定めて、離職者支援というふうに打ち出してい

るところもないわけではありません。この管内でも室蘭なんかもそういう支援の中身になっ
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ているのだけれども、働くところがなくてというのは分かるのだけれども、しかし、２か月

の間に新たな就職先を見つけなければならないという状況もあって、なかなかこういう短期

間の雇用によって、離職者支援になるのかというところも実は私は疑問に思うところなので

す。できるなら来年の年度末ぐらいまでは採用するぐらいの対応があってよかったのではな

いかと思うのですが、今のところは募集はゼロだということであります。 

  そして、せんだって、国の第２次の補正予算、32兆円が決まりました。政府は、新型コロ

ナウイルス感染症に関わる国の予算が不十分だという批判の高まりを受けて、2020年度の第

２次補正予算、32兆円を決めたわけですが、広範な世論と、そして国会の論戦が、この支援

に後ろ向きだった現政権を追い詰めて、医療供給体制の拡充や中小企業支援、文化芸術支援

などで一定の前進を生み出しました。 

  第２次補正予算が、これが洞爺湖町にとっては、どの程度の規模と内容になるかは定かで

はないと思いますが、この政府の第２次補正予算に対する、まず、町長としての認識を伺い

たいと思います。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 第１次補正予算がたしか１兆円で、その中身として、やはりその地域

のコロナウイルス対策に関連する事業等々というものがあったわけでございますが、私ども

試算していた中で、かなり低く抑えていた感がします。1,500万円、2,000万円ぐらい来れば

いいのかなというふうな思いがあったわけでございますけれども、開けてみたら8,300万円

という金額が第１次補正予算で来たと。 

  ただ、第２次補正予算におきましては、臨時交付金として、今２兆円を国のほうは用意し

ているようでございますけれども、どうも中身がまだよく、いまいち、私ども末端のほうま

で届いていない。その大きな要因として、やはり医療・福祉の充実、施設あるいは対応、例

えばお医者さんですとか看護師ですとか、あるいは医療器具ですとか、そういうものも含め

ていろいろ検討されているように聞いております。 

  この中で、末端の自治体に来るときには、一つの基本として、人口が大きなウエートを占

めてくるかな、前回もそうでございましたけれども、今回もそういうふうな状況があるかな。 

  それと、感染者が出た市町村、あるいは出ていない市町村等々も、何か聞くところによる

とカウントになるかもしれないだとかというお話があるわけでございますが、私ども国のほ

うに訴えているのは、感染者が出ていないところは、出ていないなりに一生懸命国内で頑

張って寄与しているのだと、その努力を認めてほしいということを訴えさせていただいてお

ります。 

  第２次で、恐らく私どもの町に交付がなるとすれば、今いろいろ算定はしておりますけれ

ども、今の第１次の8,300万円に若干上積みになるような程度かな、１億２、３千万円来れ

ばいいところなのかなというふうに思っているところでございます。これは、まだちょっと

確定ではありませんので、この見込みが見えた段階で、私どもまた町民の皆様にどういうふ

うな支援策が講じられるのか、町の今現在の財政状況も踏まえながら検討をしてまいらなけ
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ればならないというふうに思っております。町としてこれまで、第１次、第２次、今回、６

月定例会議に第３次の補正予算を提案させていただいておりますが、決してこれで終わりで

はない。今後もやはり継続して支援策を考えていかなければならないなというふうに思って

おります。 

○議長（大西 智君） 立野議員、ここで昼食としたいと思いますので、途中なのですけれど

も、申し訳ございません。 

  ここで、休憩といたします。再開を午後１時といたします。 

（午前１１時５１分） 

─────────────────────────────────────── 

（午後 １時００分） 

○議長（大西 智君） それでは、再開いたします。 

  午前に引き続き、一般質問を続けます。 

  立野議員。 

○５番（立野広志君） それでは、一般質問を続けます。 

  午前中に国の第２次補正予算についての町長の所見を伺いました。その中で、補正予算の

中に様々な支援の中身もあるのですが、それとの関わりの中で何点か町の考え方や対応につ

いても伺いたいと思います。 

  最初に、感染流行の第３波、北海道で言えば第３波に備えて、医療と検査体制を抜本的に

強化する必要があると思うのです。ＰＣＲ検査センターを含めて、ＰＣＲ検査など、感染の

広がりを把握する、例えば抗体検査もそうなのですが、そういうものがしっかりとないと、

結局感染の広がりもつかめない中で、また新たな第３波を生んでしまうというような状況に

もなってくると思うのです。 

  感染拡大防止には、何よりも医療体制の抜本的な強化と改善、そしてそのための財政的な

補償が求められるわけですが、医療、検査体制の立ち後れの克服は、そういう意味でも一刻

の猶予もありません。感染の全体像をつかむために、今もって増えないＰＣＲ検査の抜本的

強化や、併せて地域医療体制整備の必要性についての認識を伺いたいと思います。 

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） ただいまのご質問についてお答えをさせていただきた

いと思います。 

  北海道におけるＰＣＲ検査体制の強化につきましては、５月29日に1,400人の体制に増加

させるとの発表が北海道知事よりございました。以前の胆振管内は、室蘭保健所で10名程度

の検体採取が行われる体制でしたが、新たに苫小牧医師会でＰＣＲ検査センターを設置し、

管内では２か所での検体採取が可能となっております。これにより１日20件程度の検体採取

が可能な状況となっております。 

  また、室蘭市立病院では、発熱等の診療特別ブースが設置され、感染のおそれのある受診

者受入れ態勢の強化がされているところであります。町といたしましても、引き続き広域圏
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での連携を図るとともに、検査体制の強化と医療体制の強化に向け、引き続き要望を行って

まいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 全道的には、検査センター含めて３か所ほど増えているようですが、

今、説明いただきましたように、室蘭市立病院でも５月18日にはプレハブ型の専用診察室、

待合室ということで、発熱などの診察特別ブースというのが設置されることになって、これ

は保健所などの依頼を受けて、帰国者・接触者相談センター、専門外来の受診が必要と判断

された人等の検査も行うと、こういうふうにはなっているようです。とはいえ、今、苫小牧

の話もありましたけれども、室蘭で言えば、室蘭市立病院の駐車場に１か所設置されている

程度で、近隣でいけばです。 

  そうすると、本当に全てのといいますか、要は発症者が出たときに、それと同じ職場の人

とか、例えば施設であれば、同じ施設の従業員を、どの程度感染が広がっているかというこ

とを検査する点でいうと、まだまだ検査のできる体制が非常に弱いということです。 

  実際にＰＣＲ検査が受けられないということは、この緊急事態宣言発令前から大問題に

なっていたことですけれども、今も実は万全とは言えないと。医師会とか自治体の努力で、

今、設置が進められているＰＣＲ検査センターへの財政支援も実は非常に十分ではない。特

に、第３波の端緒を早くつかむためには、それが可能になる検査体制の充実がどうしても必

要だと。 

  併せて、保健所に業務が集中するというのも大きな問題となっています。今、保健所自体

も大変な苦労をしている状況ですが、こういう疲弊する事態を解消するための人的体制の強

化を行うという点でも、今回の第２次補正の中身を見ますと、医療でいうと、これはコロナ

患者の専用の病院、病棟の空床確保や設備・整備の支援ということになっていますが、あく

までもこれはコロナが発生した、そして発生して、そういった患者を受け入れることのでき

る病院に限られています。 

  そしてまた、ＰＣＲ検査センター、そして抗体検査実施では366億円予算がついています

が、ＰＣＲ検査センターの設置には、日本医師会などは、その10倍以上の4,694億円要求し

ているのです。ところがそのわずか10分の１にも満たない検査センターの設置にしかなって

いないと。 

  コロナが発生して受け入れた病院だけではなくて、コロナによる受診抑制で、今、地域の

医療機関も大変な経営危機に陥ってきていると。コロナが心配だから受診を控えようという

ことで、地域の医療についても大変な今、負担になっている。こういうところへの財政支援

というのは全くありません。 

  そういう点で、ＰＣＲ検査センターあるいは抗体検査の実情は、今、道の予算も示されて

いますけれども、これでもまだまだ足りないという状況なのですが、その点の認識について

はいかがでしょうか。 
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○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） それでは、まずＰＣＲ検査センターというところなの

ですけれども、今、議員がおっしゃいましたとおり、北海道なり国が医療機関のほうに要請

をして、委託をしてということになるのですけれども、今おっしゃっていました３か所、札

幌、函館、苫小牧等につきましては、検査センターが設置されたという状況にございます。 

  また、道のほうでも今後、千歳、江別、旭川といったところに検査センターが設置される

というふうになっております。 

  管内ということで、先ほどよりお話をいただいておりますが、管内の状況について、室蘭

保健所のほうにお伺いをしたところ、今は前向きに室蘭の医師会のほうでもＰＣＲ検査セン

ターの設置に向けて、前向きに検討をしていただいている状況にありますというふうにお話

を伺いました。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 設置するのは、自治体や医療機関などが中心になって設置するという

ことになって、ただ、それに対する設置の費用、人件費、設備費含めて、こういったことも、

うちの町としてもできるだけ近いところに、そういう多くの検査ができる体制を整えていた

だくことが大事だと思うので、洞爺湖町、壮瞥、豊浦あるいは伊達とか壮瞥などとも一緒に

なって、やっぱりまだまだ国の予算も足りないわけです。医師会としても努力するというこ

とは聞いていますし、当然そういう方向で今までも努力していただいています。ただ、いか

んせん、人材確保だとか、それから財政というか、予算規模の問題もあって、なかなか設置

にいかないというところもあるわけです。そういうこともあるから、行政としても国、道に

対して、このことも含めて、ＰＣＲ検査センター、抗体検査もできる、そういう器具も含め

て、力強く要請していくということが大事ではないかということを述べたいわけです。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 現在の感染症に対する国の考え方といいましょうか、これが非常に我

が国の場合には、ちょっと残念ながら少なかったのではないだろうかということは、これは

言うまでもなく、皆さんご承知のことかなというふうに思っております。 

  これまで医療体制の、このコロナウイルス感染症が始まるちょうど前だったと思いますけ

れども、病院の病棟数の削減等々の問題もありました。その折にも協会病院のほうにちょっ

とお邪魔して、ちょっといろいろお話を聞かせていただきました。地域医療をしっかり守っ

ていく施設なのだと。それで、毎年１億円程度の赤字を出しているけれども、何とか道内の

協会病院全体で、この洞爺の協会病院についても、今後も地域医療を守るために頑張ってい

くのだという力強いお話を聞いてきた中で、今回このような問題が発生してしまっている。 

  保健所機能についても、以前から比べますと非常に縮小傾向にあったと。検査体制もまま

ならない状況にあって、第１波のときには大変な思いをした。そして、そんな中で北海道は

第２波が来たということで、北海道としてもやはり医療体制、それから検査体制、これらを
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しっかり充実していかなければならないだろうというふうに言われております。 

  検査体制も最初の頃は、北海道は400検体、それが1,000検体あるいは1,300検体、１日

1,400検体を目指しているということで、今、北海道も逐次でありますけれども、検体件数

の増加傾向に出てきているかな。 

  ただ、病棟数がやはり、患者を受入れする病棟数が非常にまだまだ少ない状況、これは否

めない事実かなというふうにも思っております。 

  そんな中、陽性患者ではありますけれども、比較的軽症の方については、民間ホテルのご

厚意に準じて、今たしか930個の部屋数を用意しているというふうに聞いておりますが、こ

こにつきましても、医師それぞれ３交代で１名、そして看護師、さらには事務職員を北海道

と、あるいは北海道大学、そして自衛隊のお力をいただいて、今、運営をしているというふ

うに聞いておりますが、いかんせん、やはりもっともっと分かりやすいような形で、道民の

皆様あるいは地域の皆様にそれを知らしめてもらいたい。それは道のほうにも強く要望して

おります。６月３日に室蘭市におきまして、西胆振広域市町村協議会が行われました。その

ときにも私ども洞爺湖町のほうから、ＰＣＲ検査を含めた地域医療体制の整備、これについ

て何とかこの広域圏の中でも協議して、道のほうに申入れをしようというお話をさせていた

だいているところでございまして、この協議会、もっと充実させなければならないというお

話もさせていただいたところでございます。 

  ともあれ、室蘭保健所のほうにおきましては、以前、37.5度以上の熱が４日間続く、ある

いは帰国者・濃厚接触者の疑いがある等々の関係でなければ検査を受けられないというふう

なことで今まで進んできましたけれども、この間、厚生労働大臣がおっしゃったとおり、い

わゆるそれはそれぞれの受け止め方の違いだぐらいのことであったわけでございますが、そ

れ以降も地域医療、私どもの町にも実は小規模な病院がございます。そちらのほうに、そう

いう疑いのある患者が訪問したときにしっかり診てくださいというお願いをさせていただい

ております。 

  私どもの町でも実は個人病院に通って、そして、どうも疑いがありそうだという方につい

ては、室蘭保健所のほうとも連絡を取り合いながら、室蘭市立病院のほうに検体検査で行か

せていただいた事例も聞いております。それについては、室蘭市のほうとも連携をしており

ますが、私どもの町で何件ぐらい行ったのですかということでお伺いしたところが、件数は

具体的に教えていただけませんでしたけれども、どこどこの病院、どこどこの病院から依頼

があって、その検体を調査させていただいております。 

  そういう意味では、私どもの地域でも、万が一に感染者が発生、またはその疑いがあると

いうときには、まずは役場の健康福祉センターさわやかの保健師に連絡を入れていただく。

そして、かかりつけの町内のお医者さんに診ていただいて、さらには、そのかかりつけのお

医者さんが、どうもおかしいということであれば、新たな連絡先を調整していただいて、そ

ちらのほうで検体検査を受けていただく。そういう体制は今できつつあるところでありまし

て、何とか伊達、そして壮瞥、豊浦、洞爺湖町と一体となって、室蘭のほうで検体が受けら
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れるような段取りを今現在させていただいているところでございますが、なお強く、もっと

もっと検体検査ができるようなことは、この胆振のほうから道のほうにしっかり声を上げて

いきたいなというふうに思っております。 

  ちなみに、私どもの町には、洞爺協会病院がございますが、皆様もご承知のとおり、協会

病院の中では、余市協会病院、そこの院長先生が協会病院の理事長を務めておられます。山

田先生でございますけれども、山田先生は、本当に内科の先生として力量を発揮されておら

れまして、何とか地域の医療を守りたい。そして、いわゆる病院の中に内装改造をしながら、

検査ができる体制をつくる。それには、各近隣市町村の支援も頂きながら、そして器具等に

ついては北海道あるいは国の今現在の医療体制、支援制度を利用しながら進めていきたいと

いうことでお話を聞いておりましたが、残念ながら、やっぱりそれに携わる医師の方、ある

いは検査・検体技士という方々のしっかりした見識がなければ、にわかにそれを設置しても

なかなかうまくいかないところがあるのだというお話も聞いておりまして、私どもの町にも

協会病院があるので、どうだろうなということで１回お話をさせていただきましたが、今そ

ういう状況にはないのだということで、やむなく室蘭広域圏の中で今協議をさせていただい

ているところでございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 特に、ＰＣＲ検査センターを増やすという必要性は、ＰＣＲ検査その

ものを、どうしても保健所を通して医療機関のほうにつなぐという状況で、医療機関の受入

れ側が今ベッド数が足りなかったり、あるいは重症患者の集中治療室のＩＣＵなども不足し

ているというような状況で、なかなか応え切れていないという状況もあって、だからもっと

簡単に検査ができて、そして疑わしいか疑わしくないかという、そういう判断ができる検査

センターや抗体検査というものを、やはりこれまでの規模以上に広げていかないと駄目だと。

保健所を通さなくても検査ができる、そういう体制が必要だということで、特にＰＣＲ検査

センターなどを含めて、設置が今急がれていると思うのです。 

  そうしないと、介護施設とか病院とか、あるいは人がたくさん集まる場所で感染者が出た

ときに、その感染がどこまで広がっているのかということを調べていかないと、その広がり

を把握した中での対策が取れないと。そういう人たちは自宅で待機してくださいだけでは駄

目で、やっぱり積極的にこれからは受動的な検査から感染者の早期発見、調査、そして入院

などによる積極的感染拡大防止戦略というものに転換していかなくてはいけないのだと思う

のです。その必要性があると思います。 

  そのためにもＰＣＲ検査センターやＰＣＲ検査の検査能力を、現在の、全国で２万件と一

応政府は言っていますが、そんな規模では間に合わないのだと。私どもは10万から20万件検

査できる体制は全国につくっていかなくてはいけないし、この地域でもそれにふさわしい検

査の体制ができるように、これは行政としてもぜひ積極的に国や道に働きかけていただく必

要があるのかなというふうに思います。 

  併せて、さっき保健所の話がありました。ちょっと言いますと、保健所もこの30年間で全
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国で半数になりました。この間、エボラ出血熱、エイズ、ＳＡＲＳ、ＭＥＲＳ、新型コロナ

ウイルスなど毎年のように新興感染症が発見されています。感染症への取組の強化は今や地

球全体、人類的な課題なのですが、ところがこれまでの政治はどうだったかというと、医療

費を削減する、社会保障費を抑制する。そして日本の保健や公衆衛生の体制というのは大き

く弱体化されて、保健所はこの30年間で約半分に減り、職員は7,000人も減らされました。

地方衛生研究所の予算とか人員も、そして国立感染症研究所の予算や人員も連続的に削減さ

れてきている。こういう状況にあるわけです。ですから、全く今の実態と逆の方向に今、保

健医療体制が進んでいるということを含めて、行政側から強く働きかけていただきたいと思

います。 

  次、第２次補正に関わってもう一つ、教育のことについて伺います。 

  教育予算についてどうなっているかというと、再開される学校への支援では、教員の加配

が打ち出されていますけれども、全国でわずかに3,100人加配すると言っています。全国に

小中学校は約３万校あるのです。そうすると10校のうち９校が加配なしという状況です。こ

ういう状況の中では、こういうコロナで大変教育、学校そのものが、運営もそうですけれど

も、子供たちの健康管理や学習の遅れを克服するために先生方も大変苦労しているという中

で、10校に１校ぐらいしか加配がないなら、洞爺湖町には加配される見込みがあるかどうか

と、ちょっとその辺を伺っておきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 今、議員からご質問のございました、当町に教員が加配される可

能性があるかどうかに対する答弁をさせていただきたいと思います。 

  国においては、学習保障に必要な人的支援策といたしまして、（発言の声あり）今回、国

の第２次補正予算で計上されてございます。内容につきましては、各学校の最終学年となる

小学６年生と中学３年生の授業の後れを取り戻すための配置という内容でございまして、感

染症対策で、クラスを二つに分けるなどしまして、少人数編制で授業を行う学校を対象とし

てございます。 

  このたびの教員の加配措置につきましては、一部の学年・学校に限られますけれども、増

員することにより、きめ細かい授業により児童生徒の学習に対する理解を促進することがで

きると認識しているところであり、当町としましても教員の加配について要望する方向で、

現在、学校と調整を図っているというところでございます。 

  しかしながら、小学６年生、中学３年生の学級につきましては、先ほど議員からもござい

ましたとおり、全国で３万校、学級数につきましては約６万5,000学級であるのに対し、配

置の人数は3,100名を予定しているというところでございまして、配置数の絶対数が少ない

ため、加配につきましては相当厳しい状況と思われますけれども、再開後の学習を進められ

る重要な支援策と考えておりますことから、教育委員会としましては申請を上げて、何とか

人員の確保に向けて努力してまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 
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○５番（立野広志君） はっきり言えば加配はないと。コロナ感染対策のために少人数学級に

編制したり、そういった対策を打っているところなのですね、対象としては、今説明あった

ように。そうすると10校に１校ですから、うちの小中学校合わせたってとてもその数になら

ないわけで。そうすると対策が、もし加配の対策がないとしても、当町において加配を独自

に確保するというぐらいの教育的な対応が必要なのではないかと思うのですが、いかがです

か。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） 今の学校の教員の加配の件でございますけれども、国がどのような

基準でこれを決定するのか、現段階では不明な点でございます。今、管理課長が話しました

とおり、絶対数が足りないというような現状でございます。やはり厳しいものかなというふ

うに私も認識しているところでございますけれども、ただ、ちょっと別な方向で考えますと、

具体的な要綱というのはまだ示されてはいないのですけれども、教員の加配のほかに、学習

保障に必要な人材支援といたしまして、国のほうでは学級担任等の補助として学習指導員、

これを全国で６万1,200名、今現在、2019年度の文科省によります学校基本調査では、小中

学校合わせて２万9,960校でございますので、可能性としては、こちらの学級指導員のほう

があるのかなというふうに私も思っておりますので、これについて強く要望してまいりたい

と。加配とはまた違いますけれども、そういったことで学習の保障をしていきたいなと。 

  またもう一つ、参考としてでございますけれども、６月５日に文部科学省が定例記者会見

を行っております。その中で、今回の加配の関係について、仮にさらなる要請が地元からあ

るとすれば、これはまた考えなければいけないと思っているというような見解が出ておりま

す。私どもといたしましては、他地域の状況、それから意見等もお聞きしながら、見極めな

がら、必要があれば道教委などを経由して、働きかけをしてまいりたいなというふうに考え

ているところでございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 学習指導支援員ですか、加配と違って、結局学習指導、例えばＴＴで

あるとか、クラスでもう１人先生を教科に配置をして学習の支援をするというような中身に

なると思うのですが、いずれにしても、国の予算あるいは道の予算が決まるまで待つかと、

具体的になるまで待つかという問題ではないと思うのです。実際に今日の行政報告にもあり

ましたように、６月１日から通常の学校運営が始まって、そういう中で、短縮授業で１日に

行われる教科も増えるわけですよね、学習が。そして夏休みも冬休みも多分短くなるでしょ

う。そして行事も制限される中で、子供たちにとってみれば、これまで以上にかなりの詰め

込みになっていくという状況になることは明らかです。 

  そういうことと同時に、学習には順序があって、あるいは学ぶ、理解できるまでに一定の

期間もかかるわけです。そういうところをどうやってフォローするか、先生方が小まめに生

徒と接して、そういった支援ができるような体制を独自に町自身が、今、学校現場の状況も

確認しながら、こういった例えば支援員にしても加配教員にしても、すぐに手立てを打つと
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いうことが僕は大事だと思うのです。国の予算、道の予算が決まるまでどうなるか分からな

いというのではなくて、その前に、今やるべきことを先々に手をつけていくと、対処してい

く。そして必要な支援、予算を北海道にも、国がやらないなら北海道にやってくれというぐ

らいのことを要望していくことが大事だと思うのですが、その点いかがですか。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） まず、私どもの町の現在、先生のほかに、議員よくご承知と思うの

ですけれども、介護支援員、それから学習支援員、これらを配置してございます。５校合わ

せまして23名の配置をしているところでございまして、学校の教員のそれぞれのサポートを

支援員並びに介護員がサポートしていただいているというような体制をとっております。 

  そういった意味で、町独自といたしましても、こういった方たちの支援というのは、これ

までも実施しておりますし、これからも実施していく予定としているところではありますけ

れども、前段で申しましたとおり、やはり国において、または北海道において、責任を持っ

て子供たちの学びを保障していく、これは義務であるというふうに私も思っております。で

すから、当町としてもこういった支援員等のサポートをしながら、さらに学習の支援を専門

的に補っていただけるような学習支援員、いわゆる教員の資格がなければ学習指導員にもな

れませんので、そういった方たちを１人でも多く配置していただくように、やはりこれは強

く要望していかなければならないというふうに思っているところでございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） ぜひ要請を続けてほしいと思います。このような今の予算の状況では

決して十分ではないし、決してというより、本当に足りないのです。その辺を強く地域から

上げていかなければ、今回の第２次補正だって最初はやらないと言っていたのだから、それ

がやっぱり国民の多くの声、国会での論戦の中で、ようやく第２次補正が今提起され、不十

分であるけれども、決まったわけです。次、まだまだ足りない部分がありますから、国に対

しても、そして道に対しても引き続き要請していただきたいと思います。 

  さて、１項めの二つ目になりますが、特に事業者を含めた支援対策についてちょっと伺う

わけなのですけれども、先ほど様々な支援の状況について、申請状況や決定状況を伺いまし

た。それは改めて聞かないようにしたいと思うのですけれども、町内の事業者からは、大変

なのはむしろこれからだという声が聞かされます。というのも、２月、３月、４月、そして

５月と、ある面では資金や支援もありながら、それらも尽きて倒れるところがこれから出て

くるのではないかというような声も聞かれるところです。必要な人に必要な補償や支援が確

実に行き渡るようにしなければならないわけですけれども、例えば雇用調整助成金、雇調金

なんかも申請している割には、決定している件数は本当にまだわずかな状況で、支給は申請

に対して14分の１しかまだ支給がされていない。町内では、先ほどの説明もありました。 

  こういうことで、いつまでも支援が遅れれば、コロナによる失業とか倒産がこれから町内

でも増えていく可能性があるという点では、本当にこんなスピードでは救えないのだという

ことだと思うのです。政府の休業要請に応えての減収補塡なども含めて、これら支援という
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のは政治の責任で行われなければならないというふうに思うわけですが、国の持続化給付金

への上乗せとか、運転資金とか、あるいは家賃や固定費の減免や支払い猶予、そして地場産

業応援の給付金など、自治体の町としての独自の施策もさらに取り組んでいかなければなら

ないと思っております。これは本来は国がやるべきなのでしょうけれども、国がなかなかそ

の点では重い腰を上げていただけないものですから、結局自治体が取り組んでいるというよ

うな状況ですけれども、政府の感染症対策は、諸外国と比べても桁違いに少ないという状況

ですし、そういう意味で、町の追加支援をさらに行う考えがあるかどうかということをお答

えいただきたいのですが。 

  その前に、先ほど説明いただいたところで、なぜこんなに遅いのかなということで気に

なったので伺いたいのですが、さっきに戻りますけれども、子供世帯への定額給付やってい

ますよね、児童手当を受けているところ。これ実は受け付け開始が５月10日で、支給開始が

６月10日となっているのです、今日の行政報告を見たら。つまり、受け付けから支給まで１

か月なのです。６月10日ですから、今日は６月15日で、支給を始めたばかりなのです。１万

円の上乗せでしたよね、たしか。公務員分でも子供の追加がありました。何でこんなに遅い

のですか。 

  それからもう一つ、店舗等の賃貸料の助成というのも、第１次補正、４月の会議で決まり

ましたよね。170件の店舗の賃貸事業者を想定していると。限度額は10万円と、１か月分。

これが受け付け開始が５月15日、現在、受け付けたのが33件だというのです。130件を想定

している中で33件、19.4％です。支給開始は既に５月21日から始まっているということなの

で。これもどうしてこんなに少ないのかなと。それを先にお答えいただきながら、政府のこ

れまでの支援と併せて、さらに町独自の追加支援というものを、これまでもやってきました

が、さらにそれに上乗せする形で、あるいは横出しする形で支援を行う考えがないかどうか

を伺います。 

○議長（大西 智君） 高橋健康福祉課長。 

○健康福祉課長（高橋憲史君） 私のほうから、ただいま子育て世帯への臨時特別給付金につ

いての支給開始の時期というところでの質問についてお答えさせていただきたいと思います。 

  こちらにつきましては、特別給付金のほうも同様ではあったのですけれども、申請は公務

員の方に限っているということではあったのですが、あくまでも支給を希望しない方へ、こ

ちらについて意向確認をしなさいということが国のほうから、Ｑ＆Ａの中、それから申請書

の中についても示されていたところでございます。こちらを踏まえまして、２週間以上の確

認の期間を置きなさいといったところから、この期間を考慮いたしまして、第１回の支給時

期でございます６月10日に合わせる形の中でご通知も申し上げ、ご理解をいただいて支給を

行ってきたということでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 店舗等の賃借料の関係につきましては、５月15日から始めた
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ということで、当初、５月11日に町内回覧及び新聞折り込み、それから６月１日に新型コロ

ナウイルス感染症のお知らせということで、洞爺地区は各戸配布、虻田地区は新聞折り込み

ということで周知をしているのですが、今34件ということになっておりまして、商工会につ

いても会員に対して個別に、店舗のあるところ等について確認しながらお知らせをしている

という状況になっております。 

○議長（大西 智君） さらなる対策ということで。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 店舗等の話をさせていただきたいと思いますが、私どもできるだけ

早い支援をということで、いろいろな要望の中から、店舗等の賃貸の支援をさせていただき

ました。その中では、対象数が実は、正直言って具体的な数字は把握できていなかったとい

うのも正直でございます。その数字を今回推計しましたのは、事業所統計というのがござい

ます。その中から店舗等をまず打ち出して、そのうち約６割くらいが賃貸をしているのでは

ないかという推計の下で、できるだけ最大限の数値を出させていただきました。正直私ども

も実際この受け付けを始めた中で、いまだかつてまだ34件ということでございますので、少

ないなというのが私も正直な気持ちでございます。商工会、それから町もしっかりと周知は

しているのですが、まだまだ周知をして、まだ多分この内容をご存じない事業者の方もおら

れるかもしれませんので、その辺はしっかりと周知をしていきたいと思いますし、この予算、

1,700万円ほど今確保していますので、ある程度の時期で、この内容についても再度見直し

ていければなというふうに思ってございます。 

  それと、子ども・子育ての児童手当の支給に併せて１万円を給付するという内容でござい

ますけれども、６月10日が給付日なのです。その日に合わせたということで、ご理解いただ

きたいと思いますし、あとは、公務員の方は申請が必要なので、公務員の方の申請が整うま

で、若干それが遅れるというふうにご理解いただければなと思っております。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 町独自の追加施策を行う考えはないかと

いう部分でございますが、現在、洞爺湖町では様々な独自の支援策を実施しているところで

ございます。また、観光支援対策事業、プレミアム宿泊事業ですが、この事業予算につきま

しては、議案として提案をさせていただいているところでございます。 

  今後の町独自の支援策につきましては、現在、地方創生臨時交付金の拡充で２兆円規模の

国の補正予算が可決されたところでございまして、洞爺湖町としても新しい生活様式を踏ま

えた中で、地域の活性化につながる支援策を計画してまいりたいと考えているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 時間が大分なくなってきたのですけれども、支援というのはやはり早

く手元に届くようにしないと駄目だと思うのです。先ほどの児童手当の関係、支給日がいつ



- 34 - 

も決まっているから、それに合わせて支給するのだという話なのですけれども、例えば４月

の会議が終わった後、これ２か月に一遍でしたか、児童手当。６月が一番近いのか。その辺

の迅速さというのは、果たしてそれでいいのかなというのはあるのですが。 

  店舗の関係は、実は私が聞いた中で１件だけ、まだ出していないというところがありまし

た。実は、持続化給付金の申請もしていて、それが終われば店舗を次に出す予定ですみたい

な話もした。ところが持続化給付金が、計理士のほうに頼むと大変なのです。ああいうのは

後に会計検査の対象になるので、そうすると税理士や、あるいは社労士や、そういうところ

も検査の対象になってくると、後で大変なことになって困るというので、いろいろあれも必

要これも必要といって、何週間も前に申請書をお願いしているのに、さっぱり、まだ持続化

給付の申請すらしてもらえていないのだと。店舗もこれからだと言うのです。そういうとこ

ろはありますけれども、やはりまだまだ周知も足りないなという気がするのです。 

  それで、先ほど170件、事業所という話、最初町が取り上げていましたけれども、これは

申請しても全員に出すわけではないのだから、ちゃんと審査するわけでしょう。審査して支

給するわけだから、逆に言えば、こういう制度がありますと。それで知らせていくというか、

個別に知らせることができるのではないかと思うのです。別に知らせたから受けられるとい

うものではないです。でも、通知しないとなかなか分からない。そういったことも小まめに

やっていかないと、ただ町内回覧や新聞だとか、なかなか見ていない方も結構いるし、知ら

ないままになっている方がいるようだなという感じがします。 

  ですから、商工会がこれからそういう形で個々に連絡をするというような形で取り組んで

いくという話を私は聞きました。商工会としての努力も非常に大変だと思うのですが、行政

側もそういったことも踏まえて、最初から、そういう対象となる人たちに制度の内容を知ら

せるのが大事なのかなということで、まだまだその辺の取組というのは遅いのではないかと

思っています。 

  さて、新たな支援なのですが、これも私いろいろ事業者の方たちなんか回って見ますと、

まず、温泉のホテル関係の事業者の方は、大変喜んでいたのは温泉使用料の減免、本当に助

かると、２か月間減免してくれたので。ただ、これからが実はお客さんがいっぱい入って、

負担が増えていく時期なのだと。何とかその時期に、もうちょっと温泉の使用料を、町だけ

でも、温泉組合にこれ以上負担はかけられないけれども、町だけでも減額の対応を取っても

らえないものだろうかという実は声も聞いています。確かにそうだと思うのです。観光地と

して、これから本当に観光客を迎え入れて、どうやって経済を活性化させていくかというと

きに、こういう事業者への支援というのは僕は大事だと思っています。 

  それから、特別定額給付金の上乗せをしている町もあるのです。１人当たり10万円、これ

は国がやっていますけれども、それだけではなくて、自治体が例えば１万円とか５万円とか

ということで上乗せしながら、今の住民の暮らしを守っていこうということを取り組んでい

るところもございます。 

  そして一番は、もう一つ聞きます。何といっても、今までは自粛自粛で営業したくてもで
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きなかった。だけれども、今度は営業していいと、その代わり３密で、これをちゃんと対策

してやってくださいということになっています。そうすると、３密を避けて営業できる。そ

のためには資材の確保あるいは改修などが必要になってくると。例えば手洗いを徹底しよう

といったら手洗い場を増やさなければ駄目だ。隣同士の距離を離そうとすれば、パーテー

ションなり、あるいは仕切りなどを作らなければならない。そしてまた、非接触型の体温計

を設置するとか、消毒、換気も大事だと。換気扇が今までは弱いからもっと強いものにしよ

うとか、換気扇を増やそうとか、そういうこともやりながら３密を避けた形で営業ができる、

そういう体制を整えていくために行政が支援をするということが大事だと思うのです。その

ことを考えていく必要があるのではないかと思うのですが、その点について伺います。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 国、それから北海道も様々な支援をして今いただいております。さ

らに町としましても、今考えられる支援というのはしっかりと対応しているかなというふう

に思ってございます。 

  ただ、これで万全とは私どもも思ってございません。今、この後６月の補正予算でも皆様

にご審議いただきますが、ホテル、それから飲食店、買物等のプレミアム商品券も発行した

いと思ってございます。さらには、先ほどお話ししました営業の持続に向けて、観光事業者、

ホテル、飲食店、その他の事業者に対しても補助をしていくというような状況になってござ

います。今、議員がおっしゃられた幾つかの提案みたいな意見をいただいてございます。こ

れからも本当に必要な対策はしっかりと講じていきたいなと思ってございます。 

  本当に収束が見えない中にありますが、感染予防、非常に大切ですが、それに併せて社会、

経済もしっかりと動かさなければいけないというふうに思ってございます。そういう意味で

は長期的な支援というのがどうしても必要になってくるのかなと思ってございます。ただ、

取組というのは、今後の感染状況によってもまた大きく変わっていくのかなと思ってござい

ます。再度の緊急事態宣言がないような形をしっかりつくり上げていかなければいけないだ

ろうなと思ってございます。 

  私どもの支援としましては、やはり生活支援であったり経済支援であったり、教育支援と

いうのをしっかりと、今お話いただいたような形で取り組めたらいいなというふうに思って

ございますが、特に経済支援につきましては、事業の継続支援、それと併せて今後の経済の

活性化ということも見据えていかなければいけないなと思ってございます。本当にポストコ

ロナを見据えた持続可能な行政運営もしっかりと検討していきたいと思っているところでご

ざいます。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） このコロナ対策の町内支援事業、これは今、副町長申したとおりでご

ざいますが、しかし、私どもも、議員方もご承知のとおり、財政的には非常に厳しい町です。

恐らくこのまま続けば町が破綻してしまうかもしれない。町が破綻したら一番困るのは町民

の皆様方でございます。そこら辺のバランスはしっかり取っていかなければならないなとい
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うふうに思っております。 

  そのために、意のある予算になるのか、やはりそこがどうなのかというのはいろいろ議論

していかなければならないところもあろうかと思いますので、その点は、議員方とまたよく

ご協議をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 今、答弁いただきましたけれども、やはり３密を避けて営業ができる

支援というのが本当に今必要になってきていると私は思います。 

  ちょっと時間がないので、本当は具体的に紹介しようと思っていたのですが、例えば北海

道が６月に、宿泊事業者感染予防対策推進事業費補助金ということで、コロナ対策として、

ホテル、旅館などの衛生管理機器の整備を支援しますというのが始まりました。これは申込

みは６月30日までというふうになっているのですが、中身を見て、補助率はいろいろあるの

ですが、支援できる中身というのが、実はサーモグラフィーであったり、除菌・空気清浄機、

除菌エアタオルなど、感染予防に関する衛生管理対策に必要な危機をホテルが購入する場合

に支援しますというのです。これホテルのある経営者の方に見せたら、これ全然使い物にな

らないと言うのです。なぜかというと、実はこういうものを発注したときに、来るまでに３

か月かかるのだそうです。今これから本当に必要なのに、こんな特殊なものをやらないで、

自分たちのところは、それこそ手洗い場を増やした。それから、さっき言ったようにパー

テーションを増やしたり、あるいはホテルのトングも、１回切りではなくて３回ぐらい回転

できるようにトングの数も増やしたとか、それから脱衣場のかごを交換できるものも含めて

大量に買い込んだとか、そういった感染予防対策をやっているのです。ところがそういうも

のは対象外になっているのです。 

  こういうことでは、今、本当に３密を避けながら何とか、どうやったら営業が続けられる

かということを今、地元事業者、ホテル関係もそうですが、取り組んでいる中に本当に必要

な対策になっていないと。こういうことも町として、例えばこれまでかかった費用を含めて

補助の対象にするとかといったことも考えながら、やっぱり進めていく必要があるのかなと

いうことを感じます。いずれにしても、ここで言ったからそうなるとは限りません。ぜひ事

業者の声も聞きながら検討し、新たな支援というのを考えていただきたいと思います。 

  それでは、二つ目の大きな質問に移りたいと思います。 

  新型感染症対策を考慮した防災対策は喫緊の課題だということで提案させていただいてい

ます。台風や豪雨などの風水害が多発するそういう季節を迎えています。コロナ危機の中で

迎えつつあるのですが、最近、なぜか震度４程度の地震が全国各地で起こっています。今年

に入ってからこれが頻繁に起こっていますし、台風や豪雨、全国では台風被害は去年も大変

でした。巨大地震や噴火は自然の営みで、避けるわけにいきません。 

  そういう中で、例えば日本学術会議が感染症と自然災害の複合災害に備えてくださいとい

うメッセージを発したり、あるいは北海道も避難マニュアルを改訂し、感染症対策をその中

に加えました。 
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  町としても今後、防災計画の中に感染症対策というものをしっかり取り入れて進めていか

なくてはいけないと思うのですが、当然行政だけではできません。地域あるいは自治会等の

協力も得ながら進めていかなければならないと思うのですが、例えば噴火の避難先で、それ

ぞれ自治会ごとに避難所は決まっています。うちの町内は入江４区ですが、一つの避難所に

入れないものですから幾つも分散しなくてはいけないわけです。そのときに、例えば１人２

メーター範囲の、４平方メートルの隙間を設けて避難所に入れるかといったら、これはかな

り難しいなと。では、感染対策どうするのだということもあるので。これは今日、１回目で

質問なのですが、感染症対策を取り入れた避難対策、避難所マニュアルというものを本当に

できるだけ早い時期に、道はマニュアルを作っていますから、それとうちの町の現状を照ら

し合わせながらマニュアルを整備する、その考えをお示しいただきたいと思います。できる

だけ短くお願いします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいま議員からご指摘のありました件についてご回答させ

ていただきます。 

  先ほどもお話がありましたように、北海道版避難所マニュアルは５月12日に北海道から示

されたところです。これによりますと、感染症対策として６項目ほど挙げられておりまして、

これらを要約しますと、一つ目に、衛生用品の備蓄、二つ目に、避難者自らが持参すること

が望ましい物、三つ目に、可能な限り多くの避難所の開設、四つ目に、避難者等の健康管理、

五つ目に、避難所の衛生管理、最後、六つ目なのですが、発症時の対応、これら６点が盛り

込まれているところでございます。 

  洞爺湖町におきましては、従前より衛生用品の備蓄を進めているところであり、これらに

ついては、このたびの新型コロナウイルス感染症対策にも利用しているところでございまし

て、また、近頃はマスクなども比較的入手しやすい状況になってきているため、さらなる備

蓄を進めるとともに、町民の皆様におかれましては、日頃から新型コロナウイルス感染症対

策など、自らの健康管理を徹底していただき、今後はマスクや体温計、アルコール消毒薬な

どを避難する際の持ち出し品の中に加えていただくよう求めていかなければならないと認識

しております。 

  また、可能な限り多くの避難所の開設とありますが、これについては、避難所での３密を

防止するため、従来の各避難所の想定収容人数を現在の３分の１程度にしなければならない

ため、これまでの３倍の避難所を確保しなければならないことから、洞爺湖町及び北海道が

防災協定を締結しております関係市町村の公共施設をお借りするほか、それでも不足する場

合については、北海道が協定し、かつ災害の影響を受けていない利用可能なホテル、旅館な

どの利用も含めて避難所を確保していきたいというふうに考えております。 

  さらには、避難者の健康管理につきましては、避難所到着時の健康状態を確認するための

非接触型の体温計の整備や、避難所での衛生管理については、これまで、平成30年度に洞爺

湖町の避難所運営マニュアルを見直して、それには季節性のインフルエンザの対策やノロウ
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イルスの感染症対策は盛り込まれているところなのですが、今回の新型コロナウイルス感染

症には対応していないため、それらの見直しも必要になってくると思います。そのマニュア

ルの中には、手洗い、うがい及びマスクの着用による、せきエチケットの徹底ですとか、そ

のほかに新たに、避難者間のスペースの確保、特にこれから夏場を迎えるわけですが、夏場

では、感染症に加えて熱中症への対策も図らなければならないと考えております。 

  いずれにしましても、これらの対策につきましては、北海道版避難所マニュアルを下に、

現在の洞爺湖町避難所運営マニュアル及び洞爺湖町防災備蓄計画を見直して、コロナ禍にお

ける安心・安全を高めた避難所の運営を図ってまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 今、説明いただきましたけれども、気象庁の予報では、この夏は平年

より気温が高くなると言われています。マスク着用による熱中症のリスクも高まるおそれが

あるということで、避難所における換気、扇風機あるいは空調設備、時にはクーラーなどの

設置も含めて考えていかなくてはいけないと思うのですが、今、北海道で示された避難所避

難マニュアル、これは、今現在、当町としては既に作業に入っているのか、入っていないの

か、そのことを伺いたいと思うのですが、登別市などでは、もう既にホームページで、３密

回避を求めた呼びかけなども含めて発信しております。間仕切りを使ってのスペース確保な

ども呼びかけておりますし、伊達市などは、避難所運営マニュアルへの感染症対策の追加を

今計画中だと。有珠山噴火の可能性なども考慮して、スピードをもって検討を進めたいとい

うふうに市の担当者の方が答えているということですし、室蘭市などは、避難所の数を増や

すために民間の協力が欠かせないとして、そのための今、対応に取組始めたというふうにさ

れています。 

  その点からいうと、洞爺湖町の場合、今、説明いただいたようなことを含めて、既に取組

が始まっているのか、計画とか検討が始まっているのか、それともまだこれからなのか、そ

の辺のこと。これから本当に夏場がすぐ来ます。その中で、津波、地震、あるいは噴火はど

うか分かりませんが、いずれにしても、そういった災害で避難を余儀なくされることは、今

年も１回ぐらいはあるのではないかなという気がするのですが、そのときに、こういった問

題についてきちんと対応を考えておかなくてはいけないと思うのですが、その辺の状況はど

うなのでしょうか。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 先月、北海道版の避難所マニュアルが公表されて、まだ１か

月程度たっているところですが、現在、熱中症対策につきましては、町では扇風機を40台ほ

ど備蓄しておりますが、それでは足りないことも想定されますので、その件については、現

在、協定を締結しているリース会社ですとか、あるいは今新たに同様の業種の事業所と協定

を結ぶことを前提に、今、事業者とお話をさせていただいているところです。 

  また、避難所の数を増やす件につきましては、昨年度より、ようてい・西いぶり広域連携
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会議という、羊蹄山麓周辺と、白老から以西の西胆振の自治体と連携した会議がありまして、

その中でも有珠山噴火をモデルとした各構成市町村における支援体制のマニュアル等も今、

昨年度からその作成について検討しているところでもあります。 

  あと、北海道に対しましても、洞爺湖町が用意する避難所で不足する場合に対しての協力

の手順についても道の担当者に、どのようにしたらいいのかをお聞きしたり、手をつけられ

る部分につきましては、少しずつではありますが、マニュアルの改訂に向けて準備している

ところであります。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 立野議員。 

○５番（立野広志君） 準備を今始まったというふうに聞いていいのかな。いろいろ課題はた

くさんあると思うのです。 

  今、問題は、行政側が避難計画を整備して、作りましたと言っても、それがすぐ活用でき

るわけではありません。当然それが住民に周知され、そして住民自身が避難の際にどこに避

難をしたらいいのかと、今までの避難所の３倍が必要だというような話が出ていました。そ

うすると、これまで行くことが決まっていた避難所でいいのか、それとも別な避難所になっ

てしまうのか、その辺のこともあって、事前に住民にそれを周知しておかなければならない

のだと思うのです。 

  そうすると、計画を作って、ある程度方向性が決まって、住民にも意見を求め、その方向

で例えば訓練をするというようなことも考えると、そんなにそんなに余裕はないのです。で

すから、本当に準備を急いで、大変な時期ではあるのだけれども、ぜひ感染防止のための避

難対策ということもしっかりと考えていく必要があるのかなと。この新型コロナウイルスだ

けではなくて、これからさらに様々な実はウイルスが発生していく要因がたくさんあるわけ

です。人間社会がどんどんと自然を破壊して、そして開発を進めていくと、今まで地中や動

物に生息していたウイルスが今度は人間にどんどん感染していくような形になっていく。こ

れが今の社会の現状になっていると。ですから、短い期間でウイルスがどんどん今、新型の

ウイルスが発生しています。それに対する対策をしっかりと取りながら、行政の事業、住民

の暮らしと命を守るということをやっていかなくてはいけないと思うのです。その辺で、町

長、最後に、１分ほどしかないのですけれども、お考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 防災に関しましては、常日頃から地域住民の命を守る。こういう観点

で、いろいろ見直し等々含めてやってきたところでございます。 

  特に、今回、新型コロナウイルス、これができたということで、今までの避難所よりも３

倍くらい広さを求めなければならない。そこのところについては、これからもしっかり対策

を講じてまいりたいなというふうに思っております。 

  一番肝心なのは、今、最後に立野議員がおっしゃっていただいた、いろいろなウイルスが、

これから感染症が出てくるかもしれない。それに対応するためには、やはり地域だけでなく
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て、国に対しても強く要望、この対策についてしてまいりたい、そういう決意でございます。 

○議長（大西 智君） これで、５番、立野議員の質問を終わります。 

  ここで、休憩といたします。再開を２時20分といたします。 

（午後 ２時０６分） 

─────────────────────────────────────── 

（午後 ２時２０分） 

○議長（大西 智君） それでは、再開いたします。 

  引き続き、一般質問を続けます。 

  次に、６番、五十嵐議員の質問を許します。 

  ６番、五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） ６番、五十嵐でございます。 

  ３月会議でも新型コロナウイルス感染症についての予防と対策について質問させていただ

きました。今回、６月の会議でも６人の方が一般質問を予定されていますが、皆さん、この

コロナに関する質問が用意されておりまして、それだけ、やはり今コロナに関してのことを

行政、議会共々に対応等を一緒に取り組んでいかなければならないということの現れかなと

いうふうに思っています。 

  本町でも対策本部が２月26日に設置されて、様々な協議が今このようになされてきている

ところでございます。また、新型コロナ特別対策室も設置されて、当町でもいろいろな対策

が講じられてきているところでもあります。 

  幸いなことに当町では感染症という発生は見ていないわけですが、近隣の自治体において

も同じように発生を見ていないところでありますけれども、なかなかコロナの感染症につい

ては、先行き不透明なこともございますので、万全な対策、対応を取って備えておかなけれ

ばならないということから、３月でも質問させていただきましたけれども、今会議でもまた

再度質問させていただくことにいたしました。 

  質問に入ってまいります。新型コロナウイルス感染症への今後の対策、対応についてとい

うことでございます。 

  まず１番目に、４月の補正で１次の支援対策が取られまして、内容としては、二つの支援

と一つの対策ということでございます。その進み具合、進捗状況と。５月に補正されました

２次の支援対策、これは四つの支援があったと思いますが、この開始時期ということで、二

つに関して、１次支援、２次支援それぞれについて伺ってまいりますが、６月９日の全員協

議会で一部ご報告を受けていることもございますけれども、６月５日に通告をしたもので、

先に報告を受けていれば、あえてこのような質問にならなかったかもしれませんが、一度報

告を受けているということもありますけれども、まず、１次の支援対策について、進捗状況

を簡単にご説明をいただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） まず、１次支援対策事業の進捗状況でご
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ざいますが、先ほど答弁が終わって、重複する部分もあるかと思いますが、ご了承願いたい

と思います。 

  まず、上下水道料の免除事業につきましては、新型コロナウイルス感染症対策費における

生活支援対策で、５月、６月請求分の上下水道料の全額免除でございます。予算額7,000万

円に対して実績額6,463万円でございます。予算額に対する執行率は92.3％となっていると

ころでございます。 

  続きまして、温泉使用料減免支援事業につきましては、洞爺湖温泉利用協同組合が実施す

る５月分、６月分の温泉使用料の一部を助成するもので、６月分の検針はこれからとなって

ございますが、２か月分の合計では、当初想定していた1,600万円程度で推移しており、こ

の２分の１を補助する予算額として、ほぼ同額となる見込みとなってございます。 

  続きまして、洞爺湖町店舗等賃借料助成金事業につきましては、令和２年５月15日より受

け付けを開始して、令和２年６月12日現在、申請件数35件、支給決定は34件で、支給額は

206万円となっているところでございます。 

  特別定額給付金事業につきましては、行政報告で令和２年６月現在の報告でしたが、直近

のデータで報告させていただきます。令和２年５月18日より申請の受け付けを開始し、５月

21日から順次給付金の支給を開始したところでございます。令和２年６月12日現在、対象世

帯数4,867世帯、対象人数8,612人で、申請世帯数は4,637世帯。給付状況につきましては

4,636世帯、8,265人に支給決定をし、4,613世帯、8,233人に既に給付を行ったところであり、

給付率は94.8％となってございます。 

  予防対策事業につきましては、感染予防に係るマスク、ペーパータオル、非接触型体温計、

消毒用噴霧器などを購入する費用で、予算額298万7,000円に対し、支出済額177万1,249円で、

予算残額121万5,751円となってございます。予算残額につきましては、今後、全額執行する

予定となってございます。 

  続きまして、児童会特別運営事業につきましては、学校休業に伴う学童保育の実施に伴う

支援員の５月分、６月分の報酬の増額分で、予算額60万円に対し、支出済額53万5,422円と

なっているところでございます。 

  国民健康保険税及び後期高齢者医療の傷病手当金につきましては、令和２年６月12日現在、

相談件数、支給実績はございません。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 進捗状況、ご報告をいただきました。 

  おおむね順調に、今聞いた範囲では、順調に執行されているなというふうに思っておりま

すけれども、何点か再度お伺いしたいと思います。 

  まず、住民生活支援の中で、国からの特別定額給付ですけれども、当町においては、先ほ

ど大変高い比率で終了しているという報告がございましたけれども、まだまだ届かないとこ

ろがあるようでございますけれども、私も知っている者が川崎市におりますが、先週やっと
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申請書の書類が届いて、やっと申請が始まっているような状況もあるようで、そういう意味

からいくと、当町の特別定額給付については、大変迅速に申請、給付が行われているという

ふうに理解をしているところでございます。 

  それと、上下水道の減免の２か月についても、豊浦が今回始めるようですが、近隣の自治

体では余り見かけない給付といいますか、減免の措置で、大変町民の皆さんというか、一部

ですが、大変喜んでおられました。ただその一方で、こんなに安くしてしまったら、逆に値

上げがあるのではないかなんて心配される声もありましたので、その辺、声があったという

ことをお伝えしておきますので、その辺も十分了解をしておいていただきたいというふうに

思います。 

  それから、事業者支援の中で、これも先ほどから話が出ていましたが、170事業所を想定

していて、まだ30ちょっとの実績しかないということでございますけれども、理由は、ただ、

こういう事業所があるということと、実態を把握した中での数ではないということなので、

これからまた多少増えるかなという状況だと思いますけれども、分からない人がないように、

その辺、周知を徹底していただきたいということ。 

  それから、温泉使用料についても、先ほど５番議員のほうからも話ありましたけれども、

まだまだ影響が長引くということが想定される中で、２か月間の補助でいいのかなというこ

とを私自身も思いますし、関係の方々からの要望が届いていないのかどうか、その点をもう

１回伺いたいと思います。 

  それから、予防対策の備品の購入の件でございますが、残額が残っているようですが、当

初予定した数がまだそろっていないというふうに理解してよろしいのかどうかということと、

この数が、特にマスクなんかは、備蓄をしていた物を先取りで使っていた物に戻すための購

入も含んでいるのかどうか、そのことをまず確認すると同時に、今日、行政報告で、善意で

寄せられていた使い道も報告されておりましたので、あえてこの場では聞くことはしません

けれども、学校だとか妊産婦、それから呼吸器系の疾患のある方とか透析の方、それからご

み収集、コミュニティバスの運転手やスクールバスの運転手に提供しているということと、

80歳以上の在宅の高齢者の方にもあげているということでございます。学校や仕事関係、妊

産婦等にお渡しするのは、相手が分かっていることですのでいいのですが、80歳以上の在宅

高齢者にお渡しするというのは、どんなふうな形でお届けをしているのか、この点をちょっ

と伺いしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） まず、最初の温泉使用料の減免の支援事

業につきましては、温泉のほうから対策室にまでは要望の声というのは、現在まだ聞こえて

こないところでございますけれども、２か月分でいいのかという部分につきましては、今後、

第３波、第４波が来た際に、再度対策等を検討していかなければならないことかなと認識し

ているところでございます。 

  予防対策事業費につきましては、マスク等の購入は計画どおり進んでいるということでお
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聞きしておりまして、今後、マスクについては6,000枚程度購入する計画となっている状況

でございます。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 備品の購入状況の関係ですけれども、今、説明ありましたけれど

も、マスクにつきましては、まだ未購入の部分が6,000枚ございます。こちらの購入予定に

つきましては、現在、価格の安定を待って、より効果的な枚数を購入したいということで、

一部予算の執行を保留しているところでございます。 

  なお、現在、マスクの備蓄状況につきましては、２万枚が備蓄されておりまして、緊急時

または災害時の使用を想定した備蓄を２万枚用意しているところでございます。 

  それと80歳以上の在宅の高齢者に対するマスクの配布ですけれども、こちらにつきまして

は、各７枚ずつを郵送で配布しております。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 80歳以上の方のことを伺ったのは、確かにマスクが市場に出回るよ

うになって、購入が可能になってきたのは実感としても感じているところなのですが、買物

に行けない方もいらっしゃる。３月のときにも、何とか困っている人をお助けできないかと

いうことで質問のときには、いろいろなところに対応するためには、備蓄を減らすわけには

いかないということで私も理解をしたのですが、善意が寄せられている中で、今こういうふ

うに80歳以上の方にお配りしているという、大変いい取組だと思うのですが、もし善意のマ

スクをもっと別な意味で、買物弱者と言ったらいいのでしょうか、大体80歳以上の方、在宅

の高齢者でしたらカバーしているのかもしれませんが、もし要望があれば、そういうマスク

を若干提供するような、自治会を通してもいいですし、何かの手立てでマスクをお渡しでき

るような機会が取れたらいいなというふうに思っておりますので、答弁はいいですので、そ

の辺も対策室なり、どこかで検討の機会があれば検討していただきたいというふうに思いま

す。 

  そこで、２次支援のほうの四つの支援対策の開始時期について伺いますが、もう始まって

いるところもあろうかと思いますので、時期といっても、もう始まっているという答えにな

るかもしれませんが、簡単に時期についてご説明をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナウイルス特別対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） ２次支援対策の現在までの状況でござい

ますが、まず１点目、飲食店宅配サービス事業につきましては、令和２年５月27日から利用

受け付けを開始し、令和２年６月12日現在50件、虻田温泉地区43件、洞爺地区７件の利用が

ございました。 

  新型コロナウイルス感染症対策助成金につきましては、宿泊施設、飲食店、観光事業、そ

の他の四つのカテゴリーに分けて、令和２年２月から６月までのうち、一月の売上高が前年

同月比で50％、その他事業につきましては20％以上の減少をしていることなど、一定要件を
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満たす場合に助成金を支給する事業で、申請期間は、本日６月15日から令和２年８月31日ま

でとし、１回目の支給は令和２年６月30日を予定しているところでございます。 

  離職支援対策事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、会社の都合

により離職し、就職が困難な方、また、離職を余儀なくされ、再開の見通しが立たない方な

どを町の会計年度任用職員として10名、２か月間雇用する事業でございますが、６月５日ま

で募集を行いましたが、募集期間の中で応募はない状況でございます。 

  なお、今後は、募集要項等を見直すなど、検討してまいります。 

  洞爺湖町育英資金特別給付金事業につきましては、現に就学している方及びその保護者の

経済的負担の軽減を図るため、学生１人当たり６万円を支給する事業でございますが、申請

は、既に受け付けを開始しており、令和２年６月10日に２名の方に支給を既に行っていると

ころでございます。また、６月19日には、審査の上、21名分を支給する予定となってござい

ます。その後につきましては、随時申請後、審査の上、支給を行ってまいります。 

  学校給食費補助事業につきましては、子育て世帯応援のため、分散登校時等の小中学校に

おける４月、５月の２か月分を免除する事業でございますが、６月30日に155万320円を振り

込む予定となっているところでございます。 

  また、子育て世帯臨時特別給付金事業、この事業につきましては、児童手当、本則給付を

受給する世帯に対して、対象児童１人につき１万円を支給する事業でございますが、支給時

期につきましては、令和２年６月10日に431世帯、714名、６月15日に12世帯、19名に支給し

てございまして、この支給日に間に合わなかった世帯に対しては、随時申請受け付け後、支

給を行ってまいる予定でございます。 

  最後でございますが、町有施設使用事業者支援事業につきましては、家賃などの固定経費

の減免で、20％以上減収している町有施設の使用事業者のうち、公共性の高い事業者または

町が出資等をしている事業者の月額使用料、建物の２分の１を６か月間減免する事業でござ

いまして、９事業所が対象で、うち申請済みの事業所は４事業所となっており、31万980円

となってございます。また、申請していない事業所につきましては、既に話は進んでござい

まして、近いうちに申請する予定となっているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） １次支援、２次支援と、特に２次支援のスタート、それから支給開

始と、６月中に行われていくということで、このことについても、それぞれの支援策には、

金額、また条件等で多少の問題がある部分もございますけれども、私は、おおむね、大変頑

張って支援策をつくっていただけたなというふうに理解をしているところでございます。 

  特に、国の補助でも何でも、町の独自もそうなのですが、前年比で50％減というのが割と

条件になっていまして、40、30の減の方はどうなのだという、10％の違いといっても、10％

で拾えないというのと随分意味が違うなということで、眺めていましたら、その他経営支援

で20％という線を引いていただいているという支援策がちょっと私、最初知らなかったので
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すが、よく見たらやはり20％減でもちゃんと対応しているのだという、私はこの取組はしっ

かり評価すべき取組なのではないかなというふうに思っています。 

  またこれからの対策になるかもしれませんが、４割減、３割減でも、大変厳しさに変わり

はないので、５割というのはちょっとハードルが高いかなというふうに思っていましたので、

次に生かしていっていただければなというふうに思います。 

  １次、２次もこれからまだまだいろいろな手続等が進んでいくと思いますけれども、まだ

収束が見えない中で、これら１次、２次の策が、また３次の策もこれから考えられるので

しょうけれども、１次、２次の策がきちっと滞りなく完了した暁には、効果や課題等もしっ

かり取りまとめをして、何か機会があればそのご報告も最終報告としていただきたいなとい

うふうにお願いをして、次の質問に移っていきたいと思います。 

  ２番目の質問でございます。支援金や融資などの申請に、実は、自分が所属しているから

というわけではないですが、今回、商工会が大変大きな力を発揮してくれております。多く

の会員の方が大変感謝しているというふうに聞いておりますけれども、ただ、事業者全部が

会員とは限りませんので、未加入の事業者の方もいらっしゃると思いますが、その辺、対策

室がありますので、どのような指導や対応をされているのか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 洞爺湖町商工会では、会員はもとより、会員以外からの相談

にも対応しており、特に持続化補助金や北海道の休業協力感染リスク低減支援金などの申請

サポートなど、幅広い事業者に対して対応していると聞いております。未加入事業者の方に

つきましては、町の広報等により、周知回数を多くするなど情報提供に努めております。 

  また、町におきましても相談窓口を対策室と産業課に設けてございますので、そこで相談

を受けております。今後も商工会と十分に連携を図りながら、相談対応に努めたいと考えて

おります。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 私も商工会に直接会員以外の事業所から、その辺の相談を受けたり

したことはないのかと伺いましたら、結構ありますよとおっしゃっていました。特に、書類

でそろえて、不備のないように書類を集めて、どういう書類が求められているものかという

判断とか、その辺は専門的なことでないと分からない。確定申告書であっても、電子申告は

いいのですが、郵送の場合は片びらの控えを残して郵送するものですから、事務所の受領印

がもらえないのです。そんなときには、ちゃんと受けていますという証明のためには、また

税務署に行って納税証明書をもらわなければ駄目だとか、こういう指導がしっかりできるの

です、商工会に相談すると。その辺も含めて、ただ書類を出すにしても、書類の種類の相談

であったり、特に持続化給付金の場合はオンライン申請だけですので、やはり操作に慣れて

いる方というか、パソコンやなんかが得手でないとなかなか申請ができない等があるので、

それで、商工会の出番だなということで、商工会は頑張ってくれていると思います。前経済

部長の八反田事務局長が、大変なときに就任したのかもしませんが、職員と一緒になって大
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変頑張っておられるなというふうに感じているところです。 

  また、会員ではない事業所を親切に対応してあげるという、それこそオンラインの申請ま

でやってあげているようです。そのことで、実は、この際会員になったらどうだということ

で、何件か会員になっていただいて、会員促進にもつながっているようなことも聞いており

ますので、対策室にオンライン申請までやれというのはちょっと無理かもしれませんが、商

工会を通してでも構いませんけれども、しっかり商工会にサポートしてあげて、そういう努

力を商工会がしているということを理解していただければなということです。この２番につ

いては、そんなに大きな課題になっているようではないですので、このぐらいにして、次の

質問に移らせていただきます。 

  ３番目の質問ですが、特に、観光や飲食業などは当初から大変大きな影響を受けているわ

けでありまして、商工支援、観光支援と支援策もつくられているわけですけれども、やはり

経済といいますか、これは皆関連して回っているものですから、観光、飲食業が厳しいとな

ると、それはやはり材料の調達とか雇用だとか、いろいろな意味でほかの産業にも影響を及

ぼすということから、今、支援の中では余り話題になっていませんけれども、今後、農業や

漁業への波及した影響というのが心配されるところではありますけれども、この辺について、

余り心配しなくて済んでいるのならそれでいいのですが、秋の収穫時期を迎えてちょっと懸

念されるものですから、農業、漁業への影響がもしあるとしたら、どんなものを考えられて、

そのときにはどんな対策をしたらいいのか、考えているのか、それぞれ農業、漁業の担当か

ら伺いたいと思います。 

○議長（大西 智君） 片岸農業振興課長。 

○農業振興課長（片岸昭弘君） 農業への影響でございます。長期的な学校の休校により学校

給食への食材提供が停止したため、貯蔵馬鈴薯の出荷先を本州のスーパーなど量販店へ変更

して出荷をしている状況でございます。 

  また、畜産部門におきましては、酪農において、当管内の牛乳は、当初より飲用ではなく

加工牛乳へ出荷されているため価格への影響はない状況でございます。しかしながら、肉用

牛の子牛の素牛価格が20％の下落、肥育牛の価格が30％まで下落している状況でございます。 

  春耕期の作業におきましては、ＪＡグループが実施しております早期取りまとめにより、

農業者が使用します肥料、農薬、資材等が確保されている状況でございまして、農作業への

大きな支障は発生してございません。 

  しかしながら、外国人研修生が入国できず、町内３件の農家、５名の受入れをする計画で

ございましたが、入国が未定という状況でございます。そのためＪＡとうや湖では、北海道

が実施しております短期仕事探しサイトへの求人の募集を実施しておりましたが応募がない

状況でございます。しかしながら今月に入りまして、洞爺湖町へ２名の方から問合せがあり

まして、ホテル関係者と農家との短期雇用への結びつきができた状況でございます。 

  今後の対策につきましては、畜産農家に感染症の発生した場合に備え、家畜の公共牧場等

への緊急避難場所として想定していることから、町営牧場も５月21日に開牧しまして、畜産
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農家の負担軽減を推進しているところでございます。 

  また、収穫期を迎えて、日常的な食材の消費は増加傾向にありますが、アスパラなど贈答

品や業務用加工品の流通が観光業、飲食業の再開に大きく影響するため、農家やＪＡとうや

湖では心配をしている状況でございます。 

  まずは、早期に経済が動き出すことで、農畜産物の価格が安定することを願っている状況

でございます。価格低迷が長期化することがあれば、肉用牛の支援事業に加え、持続化給付

金の利用など、国の各種対策を利用できるようＪＡとうや湖と密に連携して、動向を注視し

てまいりたいと考えてございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 漁業につきましては、平成28年度の主力でありますホタテ貝

へい死、また、平成30年度の稚貝の不漁等の厳しい中、新型コロナウイルス感染症による外

食需要や輸出の減少の影響もあり、この時期に出荷しているホタテ稚貝の単価は昨年に比べ

75％減少している状況です。 

  漁業につきましても国の持続化補助金の対象となっており、生産高が減少している漁業者

の申請サポートを漁協で行っていると聞いておりますので、持続化給付金をまず活用してい

ただきたいと考えております。 

  今後の出荷を迎えていくウニやカニなど、そして11月からはホタテの出荷となりますので、

新型コロナウイルス感染症の状況を注視していかなければならないと考えております。今後

も引き続き、いぶり噴火湾漁業協同組合と十分に情報を共有し、対応に当たってまいりたい

と考えております。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） やはり食材の提供という意味からも、飲食業、観光業が従来の形に

なかなかすぐには無理かもしれませんが、徐々かもしれませんが、戻っていくということが

最大の救援策みたいな、救援策というか、ふだんに近づいていくということにつながってい

くのだと思います。 

  持続化給付金という手立ても、後に残すとしても、長引けばこの影響というのは少なから

ずやってきたそうな感じがいたします。今、観光、飲食業等の２次の支援で対策が打たれて

おりますけれども、農業も漁業も私どもの町の大変重要な産業でもありますので、いざとい

うときにはしっかり対応できることを整えておくと同時に、優しくというか、常にその辺も、

観光業、飲食業の支援と同じように、農業も漁業もしっかり対応するのだという気持ちを

持って対応していっていただきたいなというふうに思っているところです。まだすぐには現

れていないですけれども、心配がされるものですから伺ったところでございます。 

  次の質問に移らせていただきますけれども、４番目でございます。 

  町が所有する施設で、町内外、つまり道内外からお客様を受入れて、それなりにいろいろ

な経済効果を出してというか、感染症の関係で、稼ぎ時の５月の連休がストップしていて、
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やっと全国的に宣言が解除されたことを受けて、６月１日から少しずつ動き始めているよう

でございますけれども、利用者を受入れるためには、やはりいろいろなことをクリアしない

といけないと思います。利用可能になるためには、やはり一定の基準が必要と思いますけれ

ども、町の所有するそれぞれの施設について、どういう基準をもってオープン、利用を可能

にしているのか、一つずつ、簡単で結構ですけれども、キャンプ場とかスタジアムとか芸術

館とかいろいろあるかもしれません。それぞれの所管の中で、どういう基準をもってオープ

ンしているのか、お伺いいたします。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） ただいまの質問でございますが、所管が三つの課にまたがる

内容かと思います。 

  まず、私のほうから観光施設について回答させていただきます。 

  町が出資しておりますキャンプ場、月浦のグリーンステイ洞爺湖は、テントサイトが150

サイトほどございます。最大でも75サイトまで予約受け付けとして、隣のサイトとは十分な

間隔を取るよう心がけております。また、予約時には代表者の方の名前と連絡先を確認し、

感染防止対策には注意を払っているところでございます。現在のところ８月までの予約を受

け付けておりますが、道内の在住者のみの予約受け付けとなってございます。 

  続きまして、月浦運動公園ポロモイスタジアムですが、こちらは５月18日から施設の開放

をしております。現在、洞爺湖温泉小学校の児童が休み時間にボールを蹴って遊んだり、ま

た、室蘭や伊達のチームが来て練習を行っている状況でございます。６月20日以降には札幌

市内のチームも予約や問合せが来ております。当面の間、利用につきましては、１チームず

つとして、代表者の方の名前と連絡先を確認した上で、密にならないよう注意喚起を行って

いるところでございます。また、北海道サッカー協会では、７月いっぱい大会開催の自粛を

発表していることから、当施設も当面の間は大会開催については遠慮していただいていると

ころでございます。 

  また、洞爺湖温泉街の公園、広場、足湯などでございますが、こちらも５月18日より施設

の開放を行っております。屋外で管理人がいない施設でございます。ソーシャルディスタン

スへの協力依頼の周知を徹底するため、貼り紙で注意喚起をし、さらに噴水広場、足湯につ

いては、北海道コロナ通知システムに登録して、感染拡大の防止、予防をするとともに、遊

具で遊んだ後にはしっかりと手洗い、消毒をしていただくよう注意喚起をしているところで

ございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） 私のほうからは、洞爺地区の施設についてお答えいたします。 

  まず、財田キャンプ場でございます。財田キャンプ場での対応についてですけれども、現

在では各サイトごとに実は時間をずらしてチェックインをさせるというような、３密を避け

る対策を取ってございます。また、受け付けの際ですけれども、グループでの受け付けを最
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大６名までとした対応を取ってございます。また、ケビンにつきましては、今現在５棟ある

のですけれども、３棟のみの受け付けをという形で取ってございます。それからフリーサイ

トについてでございますけれども、本来は100から百二、三十ぐらい張れるフリーサイトな

のですけれども、５割程度に抑え、密集を避ける対応を取ってございます。 

  それから、湖畔キャンプ場でございます。湖畔キャンプ場につきましては、現在は受け付

けがなく、管理が困難な環境にあります。利用される方は、空いている隙間があればいつで

もテントを張れるというようなことができるなど、これから迎える行楽シーズンでの密集が

避けられない状況が実は想定されます。このことを踏まえ、洞爺まちづくり観光協会と協議

を進めて来たところですけれども、今シーズンの湖畔キャンプ場については開設しないこと

としたところでございます。 

  それから、いこいの家でございます。いこいの家での対応につきましては、脱衣場ではか

ごの利用は避け、脱衣棚を使用しているところでございます。この脱衣棚も今、利用者を大

体20名程度の利用に抑えているというところでございます。一度にそれ以上の利用が仮に

あった場合は、密集を避けるため休憩室で待つようにというような対応をしていきたいとい

うふうに考えております。 

  それから、洞爺湖芸術館でございます。洞爺湖芸術館での対応につきましては、入館時に

連絡先などの記名の協力をいただいているところでございます。また、３密を避けるため、

現在、１階の町民ギャラリーの休憩スペースは閉鎖しているところでございます。今後の芸

術館でのイベント開催におきましては、業種別のガイドライン等、道内の近隣の類似施設の

情報収集を進めながら、対策を進めていきたいというふうに考えてございます。 

  それから、とうや水の駅でございます。とうや水の駅の対応につきましては、現在、食事

をするときのスペース、こちらはテーブルの間隔を開け、密集を避けている対応を取ってご

ざいます。また、地場産品等の買物をされる利用者の方には、ソーシャルディスタンスへの

協力をいただいているところでもあり、また、定期的な換気というよりは、常時換気をして

いるというよう状況を取っております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 角田社会教育課長。 

○社会教育課長（角田隆志君） 社会教育課が所管する施設についてご説明させていただきま

す。 

  社会教育施設あるいは社会体育施設につきましては、町公共施設の再開に向けた感染防止

対策の指針に基づきまして、利用申請を受けた段階で、町内外を問わず注意事項を周知する

こととしております。具体的には、体調がよくない場合の利用を控えること、３密防止のた

め、室内の換気を行うこと、飛沫感染の防止のため、マスクの着用。屋外施設につきまして

は２メートルの間隔を取ること。また、屋内施設につきましては、１人当たり４平米を目安

として、それぞれ利用する場所の最大入場人数を設定して人数制限を行うこと。入場時に手

指消毒を行うこと。使用した器具等の消毒をお願いすることとしております。 
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  また、それぞれの施設には利用者名簿を設置して記入していただくことと、使用する各団

体の利用責任者には、利用日ごとに利用者の名簿の管理をお願いしております。 

  町外からの受入れにつきましては、入江高砂貝塚への修学旅行が仮予約で秋以降予定され

ております。入江高砂貝塚館及び郷土資料館の入場制限をそれぞれ77名、64名としておりま

して、50名を超える団体に対しましては、二、三グループに分けて、入江高砂貝塚館公園、

資料館を順番に見学する方法を取る予定でございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） できる限りの最大限の対策を取ってオープンしているということが

分かりました。できない施設についてはやらないというのが原則というふうになっているの

だと思います。 

  そこで、直営の部分についてはよろしいのですが、管理委託していたり、それによって、

業者の方が雇用があったり、運営管理で利益というのは変な言い方かもしれませんが、それ

なりに経済的な期待をしているといいますか、毎年確保しているというところがあるわけで

すから、もともと季節的なものも施設として多いのですが、既に数か月遅れてのオープンと

いうことと、人数の制限等が条件として入っている。大変経営としては厳しいというのは目

に見えているわけでありますから、ぜひこの辺は考慮していただきたいのですが、指定管理

ないしは管理を委託されている事業者にできるだけの支援をしていただいて、困ることのな

いような対策をぜひ取っていただきたいと思っていますが、この辺はどうですか。 

○議長（大西 智君） 兼村庶務課長。 

○庶務課長（兼村憲三君） ただいま指定管理、また、関係管理団体の支援策ということでの

ご質問でございますけれども、財田キャンプ場及びいこいの家の指定管理者に対する支援策

については、実は協定を交わしてございまして、そこの条文の中に、不可抗力の発生に起因

して、指定管理者に損害や損失が発生した場合は、損害状況の確認及び判定を行い、費用負

担などを決定すると記されていることから、今後報告があった場合は、これは協議を行った

上でしっかり進めていきたいというふうに考えているところでございます。 

  洞爺まちづくり観光協会におきましては、緊急事態宣言を受けて、水の駅、それから湖畔

キャンプ場の閉鎖に伴っての減収が確かに見込まれているところでございます。支援策とい

たしましては、現在、水の駅の行政財産使用料の月額料金の２分の１を６か月間減免すると

いう支援策を現在進めているところでございます。 

  また、これから行楽シーズンを迎えるに当たりましては、今後どのような影響があるのか、

洞爺まちづくり観光協会に状況を確認しながら必要な支援策を検討していきたいというふう

に考えております。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） 観光施設も財田キャンプ場と同様、パークゴルフ場ですとか

森林博物館、月浦運動公園につきましては指定管理を結ばせていただいております。こちら
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も同じように協定の中に、不可抗力によるということの算出については出ておりますので、

それについては、後ほどきちっと話を聞きながら決めていきたいと思っております。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 分かりました。実態を把握し、関係業者、団体としっかり協議の上、

どこまでできる、限度もあるでしょうけれども、対策を講じていただきたいというふうに思

います。 

  それから、洞爺地区の湖畔のキャンプの関係でございますけれども、今年はとりあえず、

いろいろな条件から満たさないということで開設はやめるということに決定しているようで

ございます。実は、財田のキャンプ場やグリーンステイができる前までは、キャンプするエ

リアがなくて、かつては大変にぎわいがありまして、洞爺市街地の商店街にも大変な貢献と

いいますか、意味のあるキャンプをするエリアであったわけですけれども、ここ数年といい

ますか、商店街もちょっとさま変わりしたこともございますけれども、財田のきちっとした

キャンプ場があり、グリーンステイ等がある中で、地域の住民の方々から、やはり本来の公

園としてやるべきであって、もともとのキャンプ場、かつて大変にぎわいのあったキャンプ

として貢献したことは事実ですが、今はその役割を果たして、元の公園としてしっかり使っ

ていくという形に、この際、ピンチをチャンスではないですが、コロナなということを理由

にしても構いませんけれども、本来の公園という形に大きくかじを取るいい機会ではないか

なと。キャンプ場の湖畔のことに限らず、全てのことに共通して言えることかと思います。

しっかり見直せるいい時期なので、この辺を、まだ来年の開催をどうするかということで、

時間的にも余裕がありますので、しっかり考えていただきたい。早く手立てをすれば周知も

できるし、あそこを管理する観光協会にも、それなりの別の事業計画だとか事業対策ができ

ると思いますので、その辺も含めてしっかり検討を願いたいのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大西 智君） 高橋洞爺総合支所長。 

○洞爺総合支所長（高橋秀明君） 湖畔キャンプ場の開設の件ですけれども、来シーズンの開

設については、今回の対策を契機に改めて湖畔キャンプ場の在り方について検討していきた

いというふうに考えております。 

  検討に当たっては、管理運営している洞爺まちづくり観光協会と協議を進めまして、これ

まで開設してきた経過もあることから、地域住民を始め事業者等の意見も考慮した上で、

しっかり検討してまいりたいと考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 無理やりやめさせるという、そんなつもりでなくて、本来の姿に戻

すということで、そういった形での活用、利用にしていただくということが大切かなという

ふうに思いますので、検討のほどよろしくお願い申し上げます。 

  次に、５番目に教育の関係でございますが、このコロナ感染の関係で町内の小中学校が長

期にわたり休校となったわけでございます。まず、授業の不足分がどれぐらいあって、その
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ことに対してどんな計画で補っていくのか、まずその点について、三つぐらいに分けてお聞

きしたいと思います。このことも全員協議会で報告がありましたし、今日も皆見教育長の行

政報告でも若干触れられておりましたけれども、最初の授業不足と、その補い方について簡

単に説明をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 今、議員のほうからご質問のございました授業時数の不足、それ

から、どう補うのかということに対してのお答えでございますけれども、令和２年度の長期

臨時休業におきます未履修の時間についてでございますけれども、学校により学習進度が違

いますので、同じではございませんけれども、まず、小学校につきましては、最大で130時

間、日数にしまして21日。それと最小で96時間、日数にしまして16日となります。また、中

学校につきましては、最大で122時間、日数にしまして20日間で、最小で115時間、日数にし

まして19日となってございます。 

  また、次に、補う時間につきましては、各校12日から15日程度の長期休業期間の削減をし

まして、約８割の未履修の時間を補うことや、学校行事の精選の取組としましては、学校祭

を縮小して行うことで、事前の練習など準備をする時間を縮小しまして、授業時数を確保す

るということにしてございます。これにつきましては、全ての小中学校において実施するこ

ととしています。 

  また、このほかに虻田小学校と虻田中学校につきましては、土曜授業日を活用しまして、

未履修の時間、これを補うこととしてございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 分かりました。子供たちは、詰め込みで大変な思いをするかもしれ

ませんが、頑張って授業を受けてもらいたいと思います。 

  ただ、一つ心配なのは、今年の３月から、前期から新学期とまたいでいるわけで、中学３

年生はもう高校に行かれているのでちょっと別な話になりますが、小学校６年生が中学１年

生になっているわけです。小学校で残されている部分を中学校で教えるのか、この不足分と

いうのはどんな対応をするのか、それだけ確認したかったのですが、お願いいたします。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 今の小学６年生から中学１年生へ進級した際の積み残しの内容の

確認のご質問かと思います。小学６年生から中学１年生へ進級した際に積み残しとなってい

る時数や日数につきましては、各校共に、６年生はもともと卒業するのが３月上旬でありま

すことから、２月の上旬に全ての学科において教えるべき内容を全て終わらせ、その後、２

月中旬から下旬においては、復習する時間に当てる年間計画となってございます。履修すべ

き内容につきましては、学校の臨時休業前に全ての教科において履修をしてございます。 

  なお、臨時休業により復習の時間が短くなり、標準授業時数につきましては若干足りては

いないのですけれども、これにつきましては、教科を教えるべき内容の授業を実施していれ

ば、授業時数に達せずとも文部科学省の定める規則に反するものではないだろうと通知を受
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けてございますので、これら文部科学省の通知に基づきまして教育活動を実施したところで

ございます。したがいまして、ご質問の積み残しについてはないということになってござい

ます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 了解いたしました。 

  それでは次の、こういった不足分で、１時間当たり５分縮めて時限を延ばすとかいろいろ

な、土曜を使う、夏休み、冬休みを減らすという、いろいろな努力をされる中で、先ほど前

の議員の質問にもありました、先生の負担を少しでも軽減するために、皆見教育長から答弁

がございましたけれども、再度、教員や指導員の増配というのですか、そういうことをして、

教育不足分をしっかり理解してもらうように努めるのかどうか、この辺をもう一度答弁をお

願いしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 先ほどの答弁の内容と重複するかと思うのですけれども、このた

び国におきまして、学習保障に必要な人的支援策といたしまして、教員や学習支援員の追加

の配置につきましては、国の第２次補正予算に計上されております。これにつきましては、

各学年の最終学年となる小学６年生と中学３年生の後れを取り戻すための配置の内容でござ

いまして、感染症対策でクラスを二つに分けるなど、少人数編制で授業を行う学校が対象と

なってございます。 

  ご質問のございました教員や学習支援員の追加措置につきましては、一部の学年、学校に

限られるのですけれども、増員することによりまして、きめ細かい授業により、児童生徒の

学習に対する理解を促進することできると認識してございますので、当町といたしましても

教員の加配につきまして要望する方向で、現在、学校と調整を図っているということでござ

います。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 分かりました。 

  次に、前も一般質問だっかどうか、ただの委員会だったか分かりません。ＧＩＧＡスクー

ル構想で、今、タブレットを１人１台持たせるということで予算が計上され、また、６月に

も整備のための予算が申請されているということでありますが、かつてタブレットを持って

授業に使ったらどうかという提案を何回かさせてもらった経緯もありますけれども、そのソ

フトを作る教員の負担だとか、そこに慣れさせるために非常に面倒といいますか、時間がか

かり過ぎる等の理由でなかなか導入できなかったのですが、ここに来てにわかに、これもピ

ンチがチャンスなのか分かりませんが、いわゆる離れていても授業が受けられる、オンライ

ン教育ということの質問になりますが、そういうことが、これを持つことによって、ルー

ター等の設置をすれば可能になってくるわけなので、あと、ソフトとかやり方とかというこ

とをしっかり構築しないと、すぐには導入できないかもしませんが、将来に向けて、オンラ

インによる授業の導入ついて考え方をお示しいただきたいと同時に、ある意味、あってはな
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らないのですが不登校の子供たちの対策にもつながる施策にならないかなというふうに

ちょっと感じたものですから、将来の方向性として、今すぐではないかもしれませんが、ご

意見を頂戴したいと思います。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 今のご質問に対する答えでございますけれども、町内の小中学校

のＩＣＴ環境の整備につきましては、先ほど議員がおっしゃいますように、感染症や自然災

害により臨時休業期間が長期化となった場合であっても、子供たちが家庭において継続して

学習することができる環境を提供することが必要と認識してございます。 

  来年度以降に整備する予定でございましたタブレット型のパソコンなど、ＩＣＴ教育に必

要な機器の整備につきましては、このたびの６月会議におきまして、補正予算として提案し

てございますので、よろしくご審議を賜りますよう、よろしくお願いしたいと思います。 

  また、オンライン授業の関係についてなのですけれども、本来の授業の形としましては、

子供たちが学校へ登校し、先生と子供たちが向き合い、対面により学習をするものと理解し

てございます。このオンライン授業につきましては、このたびの感染症や自然災害により、

臨時休業の長期化などにより、学校の授業を補完するものとして行うと現時点では想定して

ございます。 

  このたび新聞報道にもございましたけれども、先生の研修と同様に、児童生徒に対しまし

ても機器操作等の研修をする予定としてございますので、スムーズにオンライン授業導入に

向けて学習ができるよう対応していくということでございます。 

  また、不登校についてなのですけれども、不登校が出てくるのではないかというご質問で

ございますけれども、教育委員会としましては、学校と十分情報の共有を図りまして、一人

一人の児童生徒に寄り添い、少しの変化も見逃さず、変化の兆しが見えた場合については、

保護者とも十分に連携を取りまして、早期の段階で適切に対応していきたいというふうに考

えてございます。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 不登校というのは、オンラインができることになるのかなという、

別な話で聞いたつもりです。これは結構です。 

  それで、ぜひオンライン授業の導入に向けて進めていっていただきたいと思います。教育

長も何かお話ししたかったのでしょうが、６番のほうでひとつお話をしていただこうと思っ

ていますので。町長にも、できたら６番については町長にもお話を伺いたいということと、

全体を通して、まとめみたいな形で、町長からもご意見を頂戴したいと思っていますけれど

も。 

  虻田小学校の校内に、本町と入江の統合した保育施設を設置するという計画になっていま

して、着々と進むことになっていたはずというか、進んでいくのでしょうと思いますが、

ちょっと待てよと、コロナが起きる前までは何とも思わずに施設が活用できて、子供の数が

減って、渡りに船ではないですけれども、いい発想の一つかなというふうにも思っていたの
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ですが、こういう感染症というのは、むしろ分散していた方が影響が少なくて済む。一まと

めにまとまっているほうが影響が大きいという観点から、本当に集合したほうが、まして幼

稚園と小学校ですから、本当にいいのかなと少し考えることがありまして、新しく造るとな

ると、また大変な話になろうかと思うので、やはり感染症というのも十分考慮した設計変更

だとかというのも考えなければいけないのではないかなというふうに思ったものですから、

６番目にこの質問をさせていただきました。 

  やはり集合と分散というのは、企業なんかでもそうなのですが、集合して統一したほうが

合理的にうまくいく場合と、きめ細かくやる場合には、分散してそれぞれで自立させてやっ

ていかせるという、いろいろなやり方があって、これも歴史上繰り返されていて、集まった

り散らばったりとかという繰り返しなのですけれども、それと一緒にするわけにはいきませ

んが、このことについてもちょっと考える必要があるのかなと思いましたので、ご意見を頂

戴したいというふうに思います。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） 私のほうから答弁をさせていただきます。 

  本町保育所と入江保育所の統合につきましては、昨年度、虻田小学校を移転先として、余

剰教室を活用することとしての方向性を決定しているところでございます。 

  統合に向けた整備に当たりましては、このたびの新型コロナウイルス感染症の蔓延に対応

することなどを考慮して、進めていかなければならないと改めて認識をしているところでご

ざいます。 

  移転に当たりましては、小学校の入り口と別々にする予定でもございます。また、保育所

と小学校と行き来をできるようにするものの、通常は閉鎖をしておくということを考えてお

ります。保育所の児童と小学校の児童とは日常接触することはないというふうな考えでいる

ところでございます。 

  議員がご心配をされております３密につきましては十分配慮の上、これまでご説明申し上

げました虻田小学校の移転で計画を進めることとしている考えは変わりのないところでござ

います。 

  また、仮に一つの施設を利用したとしても、感染予防対策は、これはしっかりと対応して

いかなければならず、教育委員会としましては、多くの町民の皆様からのご意見を参考にし

た結果でもあるというようなことから、このたびの決定につきましての計画変更の予定はな

いことを何とぞご理解をいただきたいというふうにお願いをするところでございます。 

  なお、設計の変更についてでございますけれども、このたびのような感染症の拡大が懸念

されているときは、人と人との往来、これに十分注意が必要であるというふうに思っており

ます。学校の空間と保育所の空間を分離して、建設サイドや保健サイドからもご意見を伺い、

全ての子供たちの命と健康を守ることができるような施設を目指していきたいというふうに

思っている次第でございます。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 
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○町長（真屋敏春君） 小学校と保育所、特に入江保育所、本町保育所の統合、それが虻田小

学校校舎敷地の中にということで、今まで教育委員会、あるいは地域の皆様、保護者の方々

といろいろと議論をしていただいたところでございます。この中で、今回この新型コロナウ

イルス感染問題が出てきたわけでございますが、当町の今、地域事情からいっても、やはり

教育委員会がしっかり論議していただいた今の場所が一番最適なのかな、そして、その建物

の中の、さっき教育長が答弁していただいたように、ある程度間仕切りというのでしょうか、

完全に密閉して、保育所は保育所の独立機関、小学校は小学校の独立機関、こういうふうに

することによって、ある程度の感染予防にもつながってくるのかなと。 

  近い将来ワクチンが、新型コロナウイルスについてはできるだろうというふうにも言われ

ておりますが、できるだけ早い時期にワクチンが完成して、コロナウイルスには何とか適用

できるような環境をつくっていただければ、これは国に対して要望していかなければならな

い問題ではありますが、加えて、これは前の議員にもお話しさせていただきました。いつい

かなるときに、また違う感染症問題が出てくるかもしれない。それにも対応できるような施

設整備にしていかなければならないなというふうに思っておりまして、改めて私ども行政の

ほうとしては、教育委員会の意向、それを尊重しながら、図面等々の関係も改めてもう一度

見直させていただいて、それが適当と、本当にこれが的確と思われるようなときに、本当に

工事に着手してまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） これで終わりにしたいと思いますが、災い転じてといいますか、コ

ロナ感染症の発生で、本当に苦しい思いをしているのは間違いないわけですけれども、逆に

言うと、いろいろな課題が浮き彫りになってきた。そして、今まで普通だと思っていたこと

や常識だったことが当たり前ではなくなってきたという、そういうことからも、いろいろな

意味で、今まで計画されていたものも、一度これに立ち返って見直したりするいい機会なの

かなというふうに思っておりますので、それを町長から、今と関連してお話があるようです

ので、それを伺って私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今年の３月、今まで部長職でいた職員が大幅に退職し、今、再任用し

ている職員も結構おります。その中で、先ほど議員への答弁の中に、それぞれの課長が答弁

させていただきましたけれども、全部新任の課長でございます。そして今回の新型コロナウ

イルス対策、自分たちの今までの仕事もそうですけれども、感染症対策に関しては、特に各

課連携しながら副町長を先頭にして、そして対策室、それを各課がきちっと対応していただ

いていた。さっきの答弁も私も聞いておりましたが、本当に課長方それぞれがしっかり対応

してくれているなというふうな思いがしております。 

  そんな中、やはり今はいろいろな意味で話合い、そして地域住民の皆様の声を聞きながら

ということでやらせていただいておりますが、本当に今回こういうふうな大きな災害に遭遇
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したわけでございますけれども、皆それぞれ職員が一生懸命頑張ってくれているなというふ

うに思っておりまして、議員方にもひとつご理解のほどよろしくお願いしたいというふうに

思っております。よろしくお願いします。 

○議長（大西 智君） これで、６番、五十嵐議員の質問を終わります。 

  本日の一般質問は、これで終了いたします。 

─────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（大西 智君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 ３時３３分） 
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